
地域別情報拠点育成調査(各 論1)

地 域 開 発 に 関 す る情 報 調 査

　　　　　　　 (北海道地域委員会)
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　この報告書 は,日 本 自転車振興会か ら競輪収 益の一部 であ

る機械工業振 興資金 の補助 を受 けて昭和56年 度に実施 した

「地域 別情 報拠 点の育成 に関す る調査研究 」の成果 をと りま

とめた もので あ ります。







は　 じ　 め　 に

'・

　 1

ン

　 地 方 の時代 とい わ れ る'80年 代 に おいて は,我 が国 の情 報化 が一 層 進展 す る時期 で あ る と予 想 さ

れ る。 特 に,地 域 の社 会経 済 及 び住 民 生活 が 多様 化 し高度化 す ると と もに,的 確 な情報 の利 用環 境

につ い て の要 請 が 高 ま ってい る。

　 この よ うな情 勢 に鑑み,当 協 会 で は,昭 和54年 度 よ り地 域別 情 報拠 点 の 育成 に関す る調 査 研究 事

業 を推進 して お り,全 国5地 域 に おい て,各 地域 特性 を踏 まえ た調査 研究 を実 施 してい る。

　 地 域情 報拠 点の 構 想 は,地 域 活動 を行 って い る機 関 が各 々の 目的 に応 じて収 集 加工 す る情 報 をネ ッ

トワーク化 し,相 互 に有 効 利 用 を図 り,提 供 サ ー ビス を可能 とす る もの で あ る。

　 北海道 地 域 に おい て は,地 域開 発 に 関す る情報 ネ ッ トワー クの形 成 をテ ーマ と して,54・55年

度 に おい て情報 の ニ ーズ 及び 所在 につ い て調 査 す る と ともに,情 報 の相互 利 用 問題 を検 討 した。

　 本 年度 は,こ れ ら調 査 結果 を踏 ま え て,北 海道情 報 開 発研 究会 へ の委 託 に よ り,地 域 開発 情報 利 用

のた め のパ イ ロ ・ ト・シス テ ムの研 究 開 発並 び に ネ ッ トワー ク形 成 問題 の検 討 を行 った。

　 また,3カ 年 に わた る当地 域 の調 査 成 果 に基 づ き,こ れ ま での評 価 及 び今 後 の 課題 につ き,当 地 域

委 員 会 に おい て総 括 し,本 書 に と りま とめた もの で あ る。

　 今 後 は3カ 年 の 研 究成 果 を地 域 情 報化 の促 進 に反 映 させ るた め,地 域 に おけ る啓 蒙 ・普 及 を図 る こ

と と したい。

　 最 後 に,本 調 査 研 究 に あた って,ご 指 導,ご 協 力 を頂 いた委 員 をは じめ,関 係各 位 に感 謝 の意 を表

します。

昭和57年3月
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■　 調 査研 究 の概 要
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1.調 査 研 究 の 概 ・要

'

ω　調査の目的　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.

　　北海道の産業構造は,第 一次,第 三次産業のウェイトが高 く,第 二次産業特に製造業の後進性が

　目立ち,そ の高度化が強く期待されており,ま た,近 年,商 工業 ・電源の立地,エ ネルギーの需給,

　地域産業の振興,産 業 ・生活環境基盤の整備等すぐれて地域的問題も多い等,今 後80年 代におい

　て本道の地域特性に応じた地域開発を促進する必要がある。

　　一方,地 域開発推進の役割を担 う各関係機関において広 く利用されている地域開発に関する情報　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 は,極 めて 多種 多 様 にわ た る もの と考 え られ るが,各 機関 にお いて は,逐 年,コ ン ピュータを活用 し

　 て情 報 シス テ ムの強 化,拡 大 を積極 的 に進 め てい る。

　 　 その た め,今 後,利 用 度 の高 い地 域 開発 関係 情 報 につ いて,コ ン ピュー タ ・テ ク ノ ロ ジーに よ り

　 そ の有 効 利 用,高 度 利用 を検 討 し,そ れ ら情 報 の体 系 的整 備 を促進 す る とと もに,共 通 情 報基 盤 と

　 して の情報 ネ ッ トワー クの 育成 を図 る こ とは,地 域 開発 を側 面的 に援 助す る一 つの手 段 と して重 要

　 な課 題 で ある と考 え られ る。

②　調査の推進体制

　　本道における地域開発の推進に重要な役割を果た している次の主要機関の委員(14名)で 構成

　する「地域開発に関する情報調査委員会」が本調査の推進母体である。

　　なお,事 務局は,社 団法人北海道産業調査協会がこの任に当た っている。

　　 ・北海道開発局

　　 ・北海道

　　 ・北海道経済連合会

　　 ・(社)北海道商工会議所連合会

　　 ・㈱北海道拓殖銀行

　　 ・北海道電力㈱

　　 ・北海道東北開発公庫北海道支店

　　・札幌通商産業局

、

1.1　 昭和54年 度 の概 要

　 調査研究 の初年度に当たり,情 報ネットワークを推進する立場から,以 下の基礎調査を実施し

た。

ω　情報の利用状況

　　前述の8推 進機関を対象に,地 域開発関連情報の中で,通 常継続的に利用されている情報ニー

　ズ調査(情 報が膨大になると予想されたため,社 会開発関係は除 き,経 済開発関係情報に限定 し
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た。)を 行 った結 果,表1-1に 示 す よ うに,諸 種 の分 野 で固有 情 報 として509情 報 が利用 さ

れ て お り,2機 関 以 上 共通 的 に利 用 され て い る もの と して334情 報 が数 え られた。 この うち,

共通 利用 度数 が5以 上 の重要 な情 報 を掲 げ た もの が表1-2で ある。

表1-1　 利用情報一覧

f,'1　報 　 区　 分 固郁 既報
.

共 通1,7報

　 　 　 　 '

所　　　　　　得 4 4

経 済 ・開 発 針 面 12 12

人 ・1'1・ 労 働 力 .12
10

没　 備　 投　 資 7 6

財　政　・ 金　融 15 14

物　　　　　　価 11 11

生　活　・ 消　惚 8 8

企　 莱　 縄　 営 12 12

田 土 利 川 ・ 基 盤 57 23

貿　　　　　　易 4 4

統　 3}　 一　 般 28 17

農 林 水 産業 60
・　 51

産 鉱'「 業 一 般 14
～'　 10

鉱 業 ・軽.!二業 58 37

莱 砥 化 学1二 業 ,30'・
20

エ ネ ル ギ ー 73 37

活 4』　　　　設 1ゴ 5

運　　　　楡 38 25

動 商　　　　業 11 6

観　　　　光 21 10

そ　　　の　　　他 23 12

合　　　　　　 .n 509 334
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表1-2　 分野別共通利用情報一覧

分　　　　野 共　　通　　 利　　用　　 情　　報

所　　　　 得 ※ 道民所得統計 8 国民所得統計 5

産業構造の長期 ビジ・ン 8
4{海道地域産業構造 ビ
ジョン

8

新経済社会7カ 年計画 8 第三i次全国総合開発計画 8

経済 ・開発計画
北海道発展計画 8 新北海道総合開発計画 8

工業再配置計画 6 政府経済見通し 6

※ 国勢調査 8 住民基本台帳 6

人 口 ・労 働 力
就業構造基本調査 5 学校基本調査 5

設 備　投 資 ※　資本形成調査 5
北海道地方設備投資計
画調査

5

日銀統計月報 7 北海道開発事業予算額 5

財 政 ・ 金 融 北海道金融月報 5 中小企業金融公庫月報 5

商工金融統計 5

物　　　　 価 北海道消費者物価指数 7 札幌卸売物価指数 6

生 活 ・ 消 費 家計調査 5

企　業　経 営 中小企業経営指標 5

※ 工場立地動向調査 6 工場適地調査 6

土地利用 ・基盤
北海道道路現況 6

※ 農林水産統計 6 農業基本調査 5

農業観測 6 食糧需給表 5

※ 農家経済調査 5 北海道林業統計 5

漁業養殖生産統計 5 北海道水産現勢 6

水産物流通統計 6 ※鉱工業指数 5

※ 工業統計調査 8
牛乳乳製品に関す る統
計調査

5

産　業 活　動 ※ 紙パルプ統計 5 機械統計 6

化学統計 5 総合エネルギー統計 8

エ ネル ギー統 計 8 北海道石炭統計 7

※ 北海道電力需給概況 6 建築統計 5

鉄道貨物輸送 5 北海道陸運要覧 5

※ 商業統計調査 6 商業動態統計調査 5

北海道の観光客人込み 5
に関す る資料

事業所統計 6 北海道統計書 7

統　計 一 般 北海道産業連関表 6 北海道地域産業連関表 5

北海道工場総覧 5

注)1.共 通利 用 度 数 が5以 上 の もの を抽 出。但 し,白 書,要 覧,便 覧等 の二 次加 工 資料 は除 外 した。

　 　 2.※ 印は,④ ラ ンク(極 め て重 要)が4以 上 の もの。
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②　情報利用面の問題点 ・意見等

　　現状の情報利用面の問題点 ・意見等の内容 として,

①　公表内容や調査項目の改善充実を図るべき

　② 調査結果の早期公表を望む

　③ 統計法に基づ く統計 目的外使用制限の緩和 を望む

　④ 調査周期の改善を望む

　⑤ 調査対象事業等調査対象の改善を望む

等 の不満や改善意見が挙げられた。

、

(3}今 後の情報ニーズ

　　各推進機関の業務に照らし,今 後,更 に必要 とされる情報ニーズは,定 住構想 ・田園都市構想

　並びに北海道開発計画推進のための人口,産 業 ・就業構造等をはじめとして,各 分野,目 的に応

　 じて多種寄せ られた。

ω　電算処理,情 報保存状況

　　推進機関において,コ ンピュータを保有 しているのは北海道開発局,北 海道,北 海道拓殖銀行,

　北海道電力,札 幌通商産業局の5機 関であり,各 機関とも逐次その充実,強 化を図っている。

　　また,前 述 した509情 報の うち,MT等 で保存されている情報は44情 報が数えられた。

1、2　 昭 和55年 度 の概 要

　　54年 度調査研究結果 を足掛 りに,情 報ネットワークを促進するために,以 下の具体的調査を実

施した。

ω　情 報保 存,ネ ッ トワー ク ・ニー ズ,問 題 点 等調 査

① コン ピュータを導 入 して い る5推 進 機 関 に おけ る地 域開 発 に関 す るMT等 に よる情 報 保 存 は,

　 　全 体 で36情 報(54年 度 調 査 とは フ ァイルの統 合,処 理 の廃 止等 に よ り減 少 。),64デ ー

　 　 タが数 え られ た。

　 　　 これ らのデ ー タ に対 す る ネ ッ トワー ク ・ニ ー ズに つい て は,表1-3の とお り31情 報,54

　 　デ ー タが確 認 され,8機 関 中4機 関 以上 の ニーズ の高 い情 報 は、25デ ー タ と約5割 に も及ん で

　 　 い るo

　 ② ・情 報提 供 の 可能 性 につ い ては,外 部 提供 が 可能 な もの33デ ー タ,不 可能 な もの21デ ー タ

　 　 (表1-3参 照)と な つてto　b,不 可 能 な理 由 と して,統 計 上 の制 約 に よ るた め,デ ー タ'ソ

　 　 ー スが 他機 関 で ある た め等 が主 な もの で ある。
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表1-3　 ネ ッ トワー ク ・ニ ーズ と情 報提 供可能 性

機 情　　報　　名　　及　び　ファ　 イ　 ル　名 外　部　提　供
1ニ ー ス ・

関 情　　　報　　　名 フ ア　 イ　 ル　 名 可　能 不可能

北海道産業連関表
昭和45年32部 門表

　　　　　　 (生 産者価格)

.

　 　1 ○
'　　　57　 　"

　 　 　 　(　 　 "　 　 )
2 ○

'　　基本表

　　　　(　　 '　　 )
2 ○

'　 　　　　　　 "

(購入者価格) 2 ○

北

"　　作業表

　　　　(　　 〃　　 )
1 ○

"　 　　　　　　 o

(生 産者価格) 1 ○

海

昭和50年59部 門表

　　　　　　 (.　 "　　 )
6 ○

'　　 基本表

　　　　(.　 "　　 )
6 ○

"　　　　　　　　 '

道 (購入者価格)
6 ○

'　　作業表

　　　　(　　 〃　　 )
5 ○

.　　　　　　　「θ

開 (生産者価格)
5 ○

全国産業連関表 昭和45年32部 門表

　　　　　　 (　　 〃　　 )
3 ○

'　 　　5'7　 "

発 (
.、　 "　 　 )

3 ○

国土数値情報及び地域 メプシュ 集 約 フ ァ イル1　 '
　 　 　 　 　 　 一 2 ○

局
統計 行政区集約 プアィル 2 ○

土地利用現況データ 2 ○

海岸域公共施設等ファイル 2 ○

〃　 現況 デ ー タ 2 ○

海 岸 線延 長 フ ァイル 2 ○

山地平地沿岸域区分データ 2 ○

国勢調査 5 ○

事業所統計 5 ○

北海道蓄積情報 気 象因子 デ ータ 3L ○
「　 '
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機 情　　報　　名　　及　び　ファ　 イ　 ル　名 外　部　提　供
ニ ー ズ 1

関 情　　　報　　　名 プ ア　 イ　 ル　 名 可　能 不可能

北 資本形成調査 法 人 マ ス ター 4

1

○

海
道開 個 人 マ ス タ ー 3 ○

発
局 貨物地域流動調査

6 ○

工業統計調査 全 事業 所 フ ァイル(甲 表) 7 ○

'　　　 　(乙 表) 6 ○

北 商業統計調査 チ ェ プ ク済CIT 5 ○

法人企業経済調査 回 収 一7ス タ ー
3 ○

海 拡 大 マス ター 3 ○

イ・売物価統計 指 数価 格 プ アイル
4 ○

道 指 数 フ ァ イル 4 ○

森林計画関係資料 森林 資 源 マ ス ター 4 ○

製材工場動態及び木材・チップ 企 業体 マ ス タ ー 3 ○

生産動態調査

|
1

工 場 動 態 マス ター 2 ○

』ヒ纐 雄 現勢 漁獲高統計 3 ○

水産製品生産高統計 3 ○

1北越 主要経済指標
5 ○

北 ・　 財政 関 連 デ ー タ 4 ○

海

道 '　 金 融 　 　 ' 4 ○

拓

殖 業種別金融機関別貸出残高
4 ○

銀 北 海 道 生産 ・出荷 ・在庫 ・ 2 ○
行 在庫率指数

道民 ・国民所得統計等 4 ○

北 国民経済計算年報

`

　 2 ○

海
道 通産統計年鑑 2 o

電
力 エ ネ ルギ ー統 計 年 報 2 ○

一6一

4

δ



'

`

機 情 報　 名　 及 び　 ・・ イ ル 名　 i 外　部　提　供
ニ ー ズ

関 '　 情　　　報　　　名 フ ア　 イ　 ル　 名 i可　能 不可能

札 道民 ・国民所得統計等 MAC55A 5 ○

幌 北海道地域産業連関表 4　 　 ' ○

通 北海道鉱工業指数
　 　 .

4 ○

商 商業動態統計調査 4 ○

産 工場立地動向調査 4 ○

業 機械器具流通統計 2 ○

局 ガス事業生産動態統計調査 1 ○

③ 今後 の情報交換ネ・トワークに関して,各 種問題点,意 見が寄せ られたが,そ の代表的なも

　のは次のとおりであり,貴 重な示唆といえよう。

④　データ交換は,事 務慣行の確立で対処すべきである。

@　 統計法及びその他法令上問題あるデータも,プ ライバシー保護問題 と合わせ検討 し,積 極

　　的な対策を講ずるべきである。

◎　データ交換に付随 した機種,磁 気テープ等の相違 によるシステム開発が必要 となろう。

㊤　提供コス トの問題を調査 し,参 考指針を示すべ きである。

◎　データ交換は,当 面推進機関で進め,漸 次他機関への拡大を図る必要がある。

ト

、

②　地域別情報拠点育成意識調査

①8推 進機関以外で,将 来有力な情報拠点と目される11地 区の主要な市及び商工会議所22

　　機関を対象に,情 報ニーズ並びに電算処理状況等の実態を把握するための意識調査を実施 した。

② これ ら機関の地域経済の開発 ・振興に関する情報ニーズをみると,2機 関以上共通的に利用

　　されている情報は204件 が数えられ,地 域機関の特性を反映し,企 業経営分野での利用が多

　　いほかは,前 述表1-2と ほぼ同様な利用状況を示 している。

③ コンピュータ利用状況については,市 では9市 において導入されてk・b,商 工会議所では2カ

　　所 とやや少ないが,情 報化の進展に伴い徐 々にその拡大が図られつつある。

　　　なお,両 者共電算処理においては,大 量集計等の初歩的段階が主であるが,一 部には,デ ー

　　タベースの構築等高度化への意向も伺え,将 来におけるネ ・トワークへの期待も大きい。

(3}情 報 ネ ッ トワー クの進 め方

①55年 度調 査 か ら得 られ た特 徴 的 な点 は,次 の よ うに要 約 され る。
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④ 　 推進 機 関 におい て は,予 想 以上 のネ ・ トワー ク ・ニー ズが 存在 し,か つそ の ニ ーズ に応 え

　 　 て,デ ー タ提供 に対 す る前向 きな協 力 が得 られ る見 通 しに ある こ と。

㊥ 　 市,商 工 会議 所 に おいて も,電 算 処 理 の拡 大 に よ る効 率化,高 度 化 を進 めつ つ あ り,将 来

　 　 にお け るネ ッ トワー ク指 向 が潜 在 す る こ と。

② 以 上 の こ とか ら,今 後 は推 進機 関 を中心 と して情 報 ネ ッ トワー クが実 現 され て い くもの と考

　 え られ るが,本 調 査 で得 られ た種 々の指 針 を再 確 認す る と,④ 条件 の整 って い る と ころか ら,

　 ◎ 自主 的 に,◎ 相 互 の合意 に基 づ き,㊤ 現行 諸 制 度 の範 囲 内 で,● 相互 の利益 追 求 のた め等 を

　 基 本原 則 と して 具 体的 に展開 す る こ とが必 要 で あろ う。

③ 更 に,ネ ・ トワー クの実効 を高 め るた め に は,各 種 の課 題 として挙 げ られ てい る ④ 情 報 の

　 高 度 利 用 の ため の シ ステ ム化 に関す る こ と,㊥ 技術 問題 に関す る こと(ス イ ッチ ン グ ・セ ン タ

　 ー的 な機 関 の設置 の検 討),◎ 運 用 面 に関 す る こ と(コ ス ト面含 む)等 を検 討 すべ きで あ り,

　 また,将 来 に おけ る オ ン ライ ン ・ネ ッ トワーク につ い て も検 討 を加 え るべ きで ある。

1.ろ　 昭 和56年 度 の概 要

　　前項で述べたとおり,過 去2年 間の調査 ・研究結果を要約すると,

　 ① 情報利用ニーズの面からは,経 済 ・開発計画.所 得等の分野を中心に多様な利用状況にある

　　 　 こと。

　　② 今後の情報ニーズにおいては,種 々の地域開発構想 ・開発計画のための人口,産 業 ・就業構

　　　造等データを中心にニーズが存在すること。

　　③ 電算利用状況においては,各 機関共効率化,高 度化を目指 しつつあること。

　　④ 近年,MT等 電算媒体での情報蓄積が図られつつあるとはいえ,利 用度の高いデータが必ず

　　　しもMT化 等がなされていないこと。

　　 ⑤ しか しなが ら,MT等 で現 存す るデ ー タに つ い て は,予 想以 上 の ネ ・ トワー ク ・ニー ズが 存

　　　在すること。

　等 か ら,今 後 各機 関 に おい ては,こ の ニー ズ に対 応 す べ くニー ズの高 い デ ー タのMT等 での情 報 蓄

　積 を積 極的 に図 り,前 述 した原則 を踏 ま え,'情 報流 通 の実 現 に向け 具体 的 に歩 み を は じめ るべ きで

　 あ り,ま た,こ の実効 を あげ る ため に,諸 種 の課 題 につ い て も調査 研 究 を行 うべ きで あ る。

　　 これ らの こ とか ら,本 道 にお け る望 ま しい情 報 ネ ッ トワー ク構 想 と して図1-1に 示 す もの が イ

　 メー ジ と して導 き出 され る。

　　 すなわち,地 域開発関係情報の流通においては,当 面は推進機関相互間で押 し進め,順 次地域関

　連機関並びに他機関ぺの拡大を図 っていくことが必要であろう。

　　 また,情 報流通の方式については,地 域開発のための施策及び戦略に必要な地域情報を入手 した

　 い機関は,そ の情報の所在機関とのネ ットワークによりデータ入手を図ることとなる。それらのデ

　 一夕を利用する際,情 報の高度利用の面から必要 目的によつては,用 意されている分析機能 も合わ

　 せて利用できることが望ましいものと思われる。
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　 以 上 の こ とか ら,最 終年 度 に 当た り,前 年 度 まで の課 題 点 を踏 まえ,こ れ らを解 決 す べ く以 下 の

テ ー マ を設 定 した 。

(1)地 域開 発 に 関 す る利 用 シス テ ム開 発

(2)情 報 交 換 に伴 う諸機 能 の検 討

　 ①MT共 同 利 用 セ ン タ ー

　 ②MT交 換 に伴 うコス ト面 の研究

(3)将 来 の オ ン ライ ン ・ネ ッ トワークの 研 究

　 以 上 のテ ーマ に基 づ き,以 下具 体 的 に記 述 す る。

・:雪洞

道

局

海

発

北

開 闇 商

同

韻

藁

札

鹿

北　海　道

経済連合会

関

関

間

領

民

壷
口

　 　 道 内 他 地地
口
　 　 情 報1拠 点

道

力

梅北

竜

他 民 間 団体

他異 聞 機関

1

■

北 海道 商 工

会議所連合会

北 降 道

拓 殖銀 行

6

図1-1　 地 域情 報 ネ ッ トワー ク図
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2.地 域開発に関 す る利 用 システム開発

2.1　 シ ステ ム 開 発 の 目的

　　本道は,全 国で最後に残された地域開発の一大拠点である。近年,定 住構想 を初め,各 種の地域

　開発構想が打 ち出され,本 道に$・いても「北海道発展計画 」,「 新北海道総合開発計画 」,「80

　年代の北海道地域産業ビジ ・ン」のよ うな長期的な視点から各種の地域開発計画が策定されている。

　　従 って,こ れら実現のための目標年の経済指標並びに途中年次の目標値の想定及び各種分析,あ

　るいは実現された場合それが本道 にどのような効果をもたらすか等の分析を試みることは,前 述 し

　たような将来の人口面,所 得面,産 業構造面等データのニーズは非常に根強いものがあり,か つ高

　いことか らみて有意義なことと思われる。

　　このような観点から,当 調査が単 に情報流通の実現にとどまらず,情 報の高度利用を目的とした

分析システムの開発 を行 うものである。

2.2　 シ ス テム の性 格

　　以上のような目的に沿 って,種 々のニーズを勘案 し,次 のように分析システムの性格を規定 した。

　ω　地域経済諸量の将来指標の想定

　(2)地 域経済構造の現状把握,予 測及びその産業別展開

　(3}各 種投資等の波及効果測定

2.3　 分析 手 法 の確 立

　 上記目的を達成 し,地 域開発面で効果的 と考えられる分析手法を選択するため,近 年,本 道にお

いて地域開発に関連 して行われた分析の事例分析を行 ったが,そ の概要は表2-1の とts　bで ある。

　　このような関連分野あるいはテーマ毎の分析事例の中で用いられた主な分析手法 は,シ ステム ・

ダイナミックス,リ ニア ・プログラミング,多 変量解析,産 業関連分析,計 量経済モデル分析等が

挙げられている。

　　これらの中から,種 々検討を加えた結果,前 述の目的,性 格に沿 った分析を可能 とするものは,

計量経済モデル分析並びに産業連関分析が妥当であるとの結論に達 したため,こ の両者をシステマ

チ ・クに結合させた分析手法を確立することとした。

　　以下このシステムを地域開発システムとい う。

◆
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表2-1　 地域開発に関する主要分析事例

分　　野 テ ー マ 調　 査　 内　容 実施年度 用いられた分析手法

地域経済モデ 北海道地域の社会的経済的主要 S55 エ コ ノ メ ト リ ・ク 法

ルの分析 指標の推定 時系列分析

計画推進 シス 行政需要量の定量化システム, ニダ イ ナ ミ ック プ ロ グ

総 合 計 画 テムの開発 基盤整備事業の効果測定システ ラ ミン グ
S53

ム,中 短期地域経済動向の分析 ター ンパ イ ク理 論

システムおよび政策効果分析シ
～

エ コ ノ メ ト リ ック法

ス テ ム の各 システ ムの開 発 お よ
S55

びその運用

都市計画基礎 個別都市計画区域の都市計画決 時系列分析

調査 定および施設整備計画の策定, シス テ ムダ イ ナ ミ ッ

都 市 成長 パ ター ンの分析,都 市 S51 ク ス

都 市 計 画 の成長経路分析のための産業一 ～

人 口 シ ミ ュ レ ー シ ョン,都 市 の S53

シス テ ム挙 動分 析 の ため の シス

テ ム ズ シ ミ ュ レー シ ョ ン

北海道農業生 減反 を実施 した場合の農業所得 リニ ア プ ログ ラ ミン

農 業 計 画
産構造モデル に与える影響調査および農業生 S52 グ

開発 産所得を最大ならしめる農業生

産構造の分析

空港の経済効 空港が地域に及ぼす効果を雇用 多変量解析

基盤整備事業
果分析調査 生産企業の物流,商 流,遠 隔地

S54

　 ～
数量化理論

における社会的役割等の面から

分析
S55

苫小牧東部工 苫小牧東部工業基地の建設過程 産業連関分析
大型 プ ロジ ェ 業開発の経済 及び特定業種立地後の本格稼動

S53

クト推進計画 波及効果分析 が北海道経済へ与 える影響の計

測

新計画に係る 北海道新長期計画策定における システ ムダ イ ナ ミ ッ

フ レー ム財 政 主要指標検討手法の開発
S50

クス

財　　　　政 の シ ミ ュ レ・一 エ コ ノ メ ト リ ック 法

シ ョン モ デ ル マル コ フ過 程

の開発
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24.シ ステ ム の 設計

　　これまでの検討の結果,地 域開発システムは以下の機能を備えるものでなければならない。

① 地域経済諸量の将来指標の想定のための計量経済モデル分析機能

② 地域経済構造の予測及び産業別展開のための想定産業連関表作成機能

③ 地域経済構造の現状把握及び産業別展開並びに各種投資等の効果測定のための産業連関分析機

　　能

④ 上記①,②,③O機 能作動のための入出力機能の4機 能である。

　　　①～③の機能に関 しては,本 システムの目的 とする上述のような機能を充分に満足する既成の

　　ソフトウェアパ ッケージが数多 く流布 してお り,い ずれかのパ ッケージを利用することが適切で

　　あり,効 果的と思われるため,こ の①～③のシステムを有効的かつ効率的に結合 したシステム設

　　計を行 うこととした。

　　　④については,関 連機関が保有 し,既 に磁気媒体化されているデータを本システムの入力デー

　　タフォーマッドに変換するものであり,ま た,① ～③間のデータフォーマットの整合性をとるこ

　　とがその主たる機能 となる。

　　　この地域開発システムの利用に際 してのフローチャー トを図示すると図2-1の とおりである。

　　　このシステムの利用方法として

　　　① 計量経済モデル分析単独

　　　② 計量経済モデル分析→想定産業連関表作成

　　　③ 計量経済モデル分析→想定産業連関表作成→産業連関分析

　　　④ 産業連関分析単独

　　が考え られるが,ど のようなルー トでも利用可能なシステムとする。

　　　なお,こ の地域開発システムは,当 面推進機関内に設置 し利用者は,そ の機関に赴き本システ

　　 ム を利用 す る こ と とな る。
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●

START

使用データ
磁気媒体か?

使 用 デ ー タ
　　 の
磁 気 媒 体 化

計量経済モデ
ル使用か?

デー タフ ォー〔 ッ ト'

　　 　の

変 　 　 　 　 　換

計量経済 モデル分析

システ ムの利用

図2-1　 地 域 開発 シス テ ム利 用 フ ロー

想定1-O表
作 成 か?

モ デ ル 等 か ら

1--Oへ の 展 開

産業連関分析
システム利 用か?

アータフォーマット

　 　　 の

変 　 　 　 　 　 換

産業連関分析

システムの利用
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ω 　計 量 経 済 モデ ル 分析 システ ム

　 　 前述 図2-1に 示 した一 連 の利 用 フ ロ ーか ら,計 量 経済 モ デ ・v分析 シス テ ム につ い ての シス テ

　 ム ・フ ローは図2-2の とお りで あ り,デ ー タ変 換 の の ち,計 量経済 モデ ル分 析 シス テ ムの使 用

　 手 順 とな るが,こ の機 能 と して は,

　 　① 時 系 列デ ー タの登 録

　 　 ② 単 一 方程 式 の推 定

　 　 ③ 方 程式 登録 処理 等 事 前処 理

　 　 ④ モデ ル ビルデ ィン グ

　 　 ⑤ シ ミュレー シ ・ン及 び予 測

　 が用 意 されて い る。

　 　 なto,過 去 に本 道 にteViて 作 成 され た マ ク ロモ デル とそ の利 用例 を資 料1.資 料2に 添 付 した。

②　想定産業連関表作成システム

　　前述ωから求め られたマクロフレームにより,将 来の産業連関表を作成する場合,い くつかの

　方法があるが,今 回は過去において行われたものを例 として図2-3に 掲げる。

■
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計 量 経 済
モデル 分析

(・う

(a):利 用者 の使 用 デー タ フ ァイル

　 　 　 　 　　 　 (時 系 列 デー タ)

(b):入 力 デー タ フ ォー マ ッ トの指 定

　 　 　ア 一 夕 不一 ム、 コ メ ン ト等 の 指

　 　 示

PH-1:デ_　 liフ 。_マ 。,の 変 換

(c):デ ー タ フ ォ ー マ ッ ト変 換 レ ボ ー

　 　 　 ト

(d):PH・ 一一2パ ッ ケ ー ジ の 入 力 仕 様 フ

　 　 　アイル.

PH-2　 :機 能

　　　　　 時系列データの登録

　　　　　 単一 方程式 の推定

　　　　　 方程式 登録 処理等事 前処

　　　　　 理

　　　　　 モデル ビルデ ィング

　　　　　 シ ュミレー シ ョン及び予

　 　 　 　 　 測

(e)、(e'):分 析 結 果 の レ ポ ー ト'

図2-2　 計 量 経済 モ デル 分析 シス テ ム フ ロー

　 　 　 　 　 　 　 -15一



F・Dに 占め る

CKの ウ ェイ ト

ロ

ム
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表
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・
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・
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ド
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P
J

・
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D
P
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表

35

・
40
・
45
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年
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ト
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ン

ド

G
N

P

J

・
G

D
P

と

の

回

帰

道

表

50

年

全

国

表

50

60

65

年

R

A

S
方

式

A　 :投 入 係数

L　 l自 給率

CK:家 計外 消費支 出

CF:家 計 消費支 出

CG;政 府 消費支 出

IP:民 間資本形成

IG:政 府資本 形成

J　 l在 　庫

E　 :移 輸 出

M　 :移 輸入

FD:最 終需要

RFD:域 内最終需要

　 　 　 　 　 　 　 J　 の 内 生 化

X=〔1-L(A+↑)〕-1・(L・RFD+E)

一 一

図2-3　 想定産業連関表作成(例)
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⑨

●

　 この方式 は,① マク ロフ レー ムか ら導 き出 され た最 終 需 要項 目(ス カ ラー)を 各種 方 法 に よ り

列 べ ク トル を推計 す る。 ② 投入 係数 を推計 す る。 ③ 自給 率 を推計 す る こ とに よ り,行 列 計算 の メ

カニズ ム に よ つて想 定1-0表 を作 成 す る方式 で ある。

　 この シス テ ムフ ロー を図2-4に 示 す。

　 ン ノミ一 夕

等 　 作 　 成

(ピ)
(9)

(f):将 来 連 関 表 基 礎 デ ー タ

　　 〔(e)及び別 途 作成 〕

PH-3:機 能

　　将来 連関表の作 成処理

　　 ・最終需要項 目のコ ソ

　　　 ノミ一 夕

　　 ・投入係数の作成

　　 ・自給 率の作成 等

　　 ・将来 表作成

(g)、(g'):将 来 表 レ ポ ー ト

図2-4　 想 定産 業 連 関表 シス テ ム フ ロー

(3)産 業連関分析システム

　　前出②の想定産業連関表か らの産業構造予測 あるいは現状の構造分析等,産 業連関分析のシス

　テムフローは図2-5の とおりであり,デ ータ変換ののち産業連関分析システム利用の手順とな

　 るo
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　 このシステムの機能 としては,

①　一般構造分析

　　④誘発効果分析 ⇔生産 ・輸移入変動要因分析

② 投資効果分析

③ 価格波及分析

等種々のものが利用可能であり,こ の一例 として① の⇔及び③の利用例を資料3,資 料4に,②

の処理フローを資料5に 参考 として掲げた。

　 また,デ ータ入力利用例を図2-6に 示す。

●
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(h)　 利 用 者 の使 用 デー タ フ

　 　 ァイ ル(行 列 デー タ)

(i):入 力 デ ー タ フ ォ ー マ ッ

　 　 　 トの 指 定

　 　 ア 一 夕 不 一 ム 、 コ メ ン

　 　 ト 等 の 指 示

PH-4:　 デ 一 夕 フ ォ ー マ

　 　 　 　 .ッ トの 変 換

(j)　 PH-5パ ッケー ジ の

　 　 入 力使 用 フ ァイ ル

(k):デ ー タ フ ォ ー マ ッ ト変

　 　 換 レ ポ ー ト

PH-一 　5　 機 能

・一般構造分析

　　誘 発効果分析

　　生産 変動要因 分析

　　輸移 入.　 〃

・投 資効 果分析

・価格波 及分析

(1)、(1')・ 分析 結 果 の レポー

ト

図2-5　 産 業 連 関分析 システ ムフ ロL

－19一



図2-6 入力利用例(キ ーボードからの場合)
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(4)デ ー タ ・コ ンバ ー ジ ョン

　 　 前述 した関 連機 関 が保 有 す るデ ータ を本 シス テ ムの 計量経 済 モデ ル分析 及び 産 業関 連 分析 に適

　 用 す るた め に は,時 系列 デ ー タ並 び に行 列 デ ー タ等 へ のデ ー タ ・コ ンバ ー ジ ョンが必 要 とな るが,

　 この フ ロ ーを示 す と図2-7の とお りで あ る。

　 　 また,こ の フ ロー に従 い計 量経 済 モ デ ル分 析 シス テ ム用 デ ー タ変 換(前 述 図2-2のPH-1)

　 の詳細 フ ロ ーは図2-8,図2-9,図2-10で あ り,産 業連 関 分析 シス テ ム用 デ ー タ変換(図

　 2-5のPH-4)の 詳細 フ ローは図2-11,図2-12,図2-13の とお りで あ る。

パラメータの

読み 込 み

入力 ファイ
ルの読み込

み

デ ー タ の 編 集

必 要 デー タ の抽 出

デー タ構 成 の 変 換

出力フ ァイルへの

書 き込 み

入 力 デ 一 夕 フ ォ ー マ ッ ト

ァ 一 夕 不 一 ム 、 コ メ ン ト等 の

読 み 込 み

計 量 経 済 モデル分析 システム、

産 業 連 関 分析 シ ス テ ムへ の

入 力 フ ォー マ ッ トデー タ

図2-7　 デ ー タ ・ コ ンバ ー ジ ョ ン ・フ ロ ー
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START

　 (A)

(B)

(C)

(D)

(E)

(G)

(F)

(H)

　 　 YES

(1)

ω
丁

8一2図

㊦

ω 　 AO1カ ー ドの入力

(B)AO1カ ー ドへ の出 力

O　 VO1,　 VO　 2,　VO3カ ー ドの入 力

　 　 ENDカ ー ドの とき終了

(D)系 列 名 の入 力

⑲ 　 VO1,　 VO2,　 VO3レ コー ドへ の 出力

働 　 全デ ー タ数/8の 整 数部 十1回

(G)時 系 列 の デ ータの入 力

⑪ 　 最 初 のデ ー タか?

(1)AO1カ ー ドの開始期 か らVO1カ ー ド

　 　 で指 定 したデ ー タ開 始期 まで0.0を 出 力

(J)時 系 列 デ ー タあ 出力

計 量 経済 モ デ ル 分析 用 デ ー タ変 換 プ ログ ラム ・フ ロ ー

　 　 　 　 　 　 　 -22一



図2-9　 計 量経 済 モ デ ル分 析用 デ ー タ変 換 プ ログ ラム入 力 デ ー タ ・フォ ーマ ッ ト

ノ、フメ 一 夕 カ ー ド

　 ①AO1カ ー ド(INPUTす るデ ー タの最 大 期間 を指定)

●

2　　　　　　　　 6　　　　　　　 10

開　　　始 終　　　了

80

/'
期

種

A2

年

12

期

12

年

12

期

12

α

期種:MM月 次　　CQ暦 年四半期　　FQ財 政年四半期

　　　CS暦 年半年次　　FS財 政年半年次　　CA暦 年年次

年　 :1900年 代の下2桁

FA財 政年年次

②VO1カ ー ド(変 数 の属 性 を示 す)

2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10　　　　　　　　　　　　　　　　　14　　　　　　　　　　　　　　　　　　31　　　　　　　　　35　　　　　　　　　　　　　80

/

2X

開　　　始 終　　　了 季

調

サ

イ

ン

A1

A

G

9
1

ド

A3

年

率

サ

イ

ン

A1

単　　位

A16

r

鍵

;
ク

A2

§

覆竺

ヲ
ζ

7薮

11

年

12

期

12

年

12

期

12

季 調 サ イ ン:S.季 調 済 み 　 N.季 謁 してい ない

AGCコ ー ド:SUM.フ ロー量 のデ ー タ　 　 STK.ス トック量 のデ ー タ

　 　 　 　 　 　 AVE.指 数 価格 等 の デ ータ　　 DEF.そ の他

年 季 サ イ ン:A.年 度表 示 を したデ ータ 　 N。 そ れ以 外

単　 　 　 　 位 ・:16文 字 以 内 任 意

ソース チェック:原 数値 の と きはSO　 　 そ うでな い と きNO

コメン トカー ト徽:コ メ ン トカ ー ドの数 　 　0 ,1,2の いず れ か

◆ ③UO2カ ー ド(フ ル ネ ー ム)

フ　 　ル　 　ネ　 　ー　　ム

　 　 (80文 字)

一23一



40

/
　　　 　　 　　 コ　　　 メ　　　 ン　　　　ト

　　　 　　 　　 　　 　　(40文 字)

④

⑤

VO　 3　 カ ー ド(コ メ ン ト)

複 数 系列 デ.一'万 力 の場合 はV・ ・,V・2,V・3カ ー ドを ・の廊 勘 返 す。

AO2　 カ ー ド

3

DNE

デ ー タ テ ー プ フ ォ ー マ ッ ト

第 ・シ・ご・

系　列　名

　A12

第2Vコ ー ド

㌧ 〔 一__

　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　 -24一



'

頃

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 図2-10　 出力 デ ータ フ ォー マ ッ ト

フ ァ イル 仕 様 　 FORTRAN書 式 つ きフ ァイル

　 ①AO1レ コ ー ド(基 本的 デ ー タ期 間の 指定 を行 う)

1　　　　　　　　　　　　　　　2122　 　　26272829　 31323334

期
　
　

種

年 期 年 期

開 始 終 了

型 　 　 　 　 　 A2　 　1212　 1212

1NPUTす るデ ー タの 期間 の最大 期 間 を指定 す る。年 は1900年 代 の下2桁 を入 れ る。

　 ②VO　 1レ コ ー ド(変 数 名 お よび そ の属性 を指 定す る)

1　　　　　　12　　　　　　　　　　26272829　 31323334　 36　　37　39　40　41 565758　 　　60　 　　　62

変 数 名

(英 数 字)
年 期 年 期

季
調
サ
イ
ン

A

G

C

コ

|

ド

年
率
サ
イ
ン

単位

で

鍵

;
ク

小

鷺竿

蕩
桁

ヌ

ζ
ζ

ト
数

開 始 終 了

A12 1212　 　 1212　 　 AI　 A3　 Al　 A16　 A2 11 11

期　　　　　　種

MM… 月次　　　　　CQ… 暦年四半期　　　FQ… 財政年四半期

CS… 暦年半年次　　FS… 財政年半年次

CA… 暦年年次　　　FA… 財政年年次

変　　 数　　 名 12文 字以内の英数字を左詰めで指定

季 調 サ イ　ン S… 季調済み　　N… 季調 していない

AGCコ ー　ド

SUM… フ ロ ー量 の デ ー タ　 　 　 　 　 STK… ス トック量 のデ ータ

AVE… 指 数 価 格 等 の デ ータ

DEF… 上 記 に あて は ま らない デ ー タ

年 率 サ イ　ン 年 率 表 示 を示 したデ ー タの ときはA,そ うで ない ときはN

単　　　　　　位 16文 字以内で任意

ソ ー ス チ ェ ッ ク 原 数値 の と きSO,そ うで ない ときNO

コ メン トレコ ー ド数 コ メ ン トレコ ー ドの数 　0,1 ,2の どれ か を指 定
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③VO2　 Vコ ー ド(フ ル ネ ー ム)

'

FULL　 NAME

(VO1レ コ ー ド の コ メ ン 十 数 を0に す る と 省 略 可 能)

(80文 字)

④VO　 3レ コ ー ド(コ メ ン ト)

　コ メン ト　　 VO2レ コー ドのつ づ き

(40文 字)・ あわせ て120文 字 の

　 　 　 　 　 　 コ メン トが 指定 で き る

⑤ 　 デ ータ レ コ ー ド(デ ー タ数 値)

デ ー タ(8FIO.5)

基 本 的 デ ー タ 期 間 の 開 始 期 か らV'01

開 始 期 ま で はO.0を 指 定 す る 。

　 　 (デ ー タ終 了 ま で繰 り返 し)

⑥AO2レ コ ー ド

123

複数系列の場合②～⑤ を繰 り返す。

一26一
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START

MAX(行 列数)

(A)

(B)

(C)

(D)

数

数

数

　 　 YES

　 　 　 　 　NO(E)

　 　 YES

(F)

(G)

エラー表示

ω　行列名他 のカー ドの入 力

　 　AT　 ENDで 次へ

⑧ 　行 列名,コ メン ト,デ ィレク トリ

　 　 IDの 出力

(C)行 列デ ータの入 力

⑪　 DOル ープの行倒 番 号とデ ータ

　 　の行列番 号一致?

an　 22シ,.ド を入力 したか,

的 行 列デ'タP出 力

O　 最終 レコー ドの 出力

　 　 　 END

図2-11　 産 業 連 関表(行 列)デrタ 変 換 プ ログ ラム ・フ ロー

　　　　　 　　　　　　 　　 -27一



パ ラ メ ー タ ー カ ー ド
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 80
1　　　　　　　　　8　　　　12　　　　15　　　　　　　　　　　　　　　　　　　39

/行 行
'列

列 コ　 メ　 ン　　ト

名 数 数

A8 13 13 A24

～
■

入力する行列数回繰り返す

デ ー タテ ープ ・フォ ーマ ッ ト(行 番号,列 番 号 につ い てSORT済)

　 第1行 列 〔(p,q)行 列 〕

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ■

/第1レ 　 ド＼/一 策2レ　 ド＼ 　 　　 '　∫

'一

行 列
・ イ丁 列

番 番 行 列 成 分 番 番 行 列 成　分 ←'一 一 一 一

号 号
(1,1) 号 号

(1,2)

13 13 FlO.4 13 13 F10.4

第qレコード

行 列 成 分

　 (Lq)
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第2行 列 　 以 後 上記 と同 じ。

　 　 　 　 図2-12　 産業 連 関 デ ー タ変 換 プ ログ ラム入 力 デ ー タ ・フォ ー一　vッ,ト
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図2-13 産 業 連関 分析 用 パ ッケ ージ入 力 フ ァイル仕 様

　　 　　　 一29-　 　　　　　　　　　　:



a　 情報交換に伴 う諸機能の検討

51　 MT共 同利用セ ンター機 能に関す る検討

(1}セ ン ター の必要 性

　 　 一般 的 に,MT利 用 の ニ ーズ が発 生 し,　MTの 提供 を受 け る まで の フ ローは 図3-1の よ うに

　 　表 わす こ とが で きる。

　　　このように,MTの 提供を受けるまでには,幾 度かの連絡,確 認 文書作成等の業務が新たに

　　発生し,新 たな人手,日 時を要する。

　　　従って,MT交 換が活発に行われれば行われる程それは繁雑化するため,こ れを解消するため

　　の何 らかの方策が必要 となる。

　　　MTベ ースでの流通は,当 面は推進機関間相互で行われるが,近 い将来には,他 機関をも含め

　　た活発な流通体制へと発展 して行 くことが予想される。

　　　このため,今 後多量化,多 様化するMT交 換 に対応 し,事 務処理ペースでは繁雑化が予想され,

　　 また,地 域開発関係MTの 関連機関への周知の必要性から,こ れについての仲介的役割を持つ組

　　織が必要 になるものと思われる。

匝 報の有無の鶴 ト
　　　 1

誇 日M情 無の麟 トl　　 　 　 l

已当 提 供 依 頼 ト
1

　 　 1
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し　　　　エ　　　　 「

　 　 |

利用者側
_[

対 応

o-　 一　一　一　一

文書作成 ・決裁
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|

L__業 務 に 利 用

提　供　老　側

一 ーー 一一 　 対
応

一一 一 一 一 中 　 対
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貸 出 し簿の 消去

O

図3-1　 MT利 用 まで の フ ロ ー
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②　センターの役割,機 能

　　前述 した問題に対処 し,将 来における望ましいセンター機能は,次 のように整理できるものと

　思われる。

　①　MTネ ソトワーク活性化の推進

　　④　関係機関のMT情 報のクリア リング

　　㊥　関係機関への提供MTの 拡大化の要請

　　◎　　　　　〃　　　 可能MTの 広報

　②MT流 通 ・交換業務の実施 蓄積

　　④　 MT発 注 ・受注(提 供の要請,提 供を受ける),蓄 積業務

　　◎　MTコ ンバージョン業務(COPy,　 FORMAT変 換,　MASKING等)

　③ 関係情報MTの 収集

　　④　地域開発の中でも,社 会開発に係る分野の収集

　　㊥　その他関係情報の収集

　　 また,収 集,蓄 積,管 理,提 供については,収 集面では,当 面地域開発関連情報を中心に,セ

　ンター経由のMTを センター内に蓄積 し,そ の後に定期的収集を図 る。なお,漸 次他分野情報に

　拡大するのも一つの方法であろ う。

　　蓄積 ・管理面では,当 面 「図書館方式」で運用することが適当であろうが,情 報量が膨大化す

　るにつれ,コ ンピュータによる自動検索が必要 となろう。

　　提供は,各 機関に門戸を開放するものであることが望ましい。

　　以上を図示すると,図3-2の ようになる。

■

提供可能MTの 広報

共 同 利 用 セ　ン タ　ー

提供可能MTの 連絡_　 提供可能MTり 集約,

　 　 MTリ ス ト作成,ク リア リング

被 提 供 側

/

　　必蜘Tの 餓 蝿*)

　　　　　　　　 ＼

MTの 提供要請

提　供　側

、、　
、、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

＼
〔 … 受… つ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ●

・　　　　　　 ノ
@C・ ・∋

一て ・… ンパー…}
(必 要な場 合)

(*)MTを 添 える

提供を受け,提 供 したMTの 蓄積 ・管

理,他 情報 の収集 等

U(M・ のwヒ ・

コ ンビ"一 夕に よるMTの 自動検 索

図3-2　 共同 利用 セ ン ター構想 図
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`3)セ ンター実現に向けての方策

　　前述 したような機能を備えた組織については,次 のような形態が考えられる。

　①　推進機関の中に幹事機関を設け,そ こで運用する方法

　② 既存団体(社 団法人格,財 団法人格)の 活用を図る方法

　③　新たに法人組織を設置する方法

　　④　社団法人格的なもの

　　◎　財団法人的なもの

　　 これらのうち,① については,相 互交換を一歩前進させた方式で,推 進機関の協力体制を確立

　 することによって実現可能と思われるが,情 報交換ニーズの増大に対 しては将来の継続性に問題

　 がある。

　　②については,既 存団体の中に前述 したような機能を有する機関は存在 しない坑 今㊧ これ

　 に似た機能を持つ団体の育成,拡 充を図ることにより最 も実現性の高い方式 と思われる。

　　 また,③ については,④ は会費徴収 により運営する性格か ら,参 加機関の有無等,そ の設立に

　 は多 くの問題があるが長期的にみると,㊥ がその性格上一番適当な方策であるものと思われる。

　　 いずれにしても,費 用負抵 要員等の問題が存在するため,今 後実現に向けこれらの検討を行

　 い,慎 重に対処することが必要であろう。

'

5.　2　 情 報 交 換 に伴 い 発 生す る コス ト調 査

　　情報交換は,相 互交換が理想であるが,各 々の機関の性格によっては,一 方的提供(被 提供)が

実 際 問 題 と して起 り うる。 このため,55年 度調査 に おい て も,こ の コス ト面 につ い て の課 題 が示 さ

　 れ た。

　 　一般 的 に,コ ス トの要 因 とな る項 目 と して,次 の もの が あげ られ る。

① コ ン ピュ ー タ,周 辺 機器 費用

　 　 ・　 買 い と り,Vン タル の2種 が あ る。

　 　 ・　 メー ンフ レ ーム の種 窺 機 器 構 成(MT,　 DISK,　 LP等)、 に よ り大 き く変 動 す る。

　 ② 　 人 件費

　 　 ・　 コ ン ビ=一 夕運 用 の た め の オペV－ 夕費用(運 用体 制 に依 存,1交 代 か,2交 代 か,3交 代

　 　 　　 か)

　 ③ 　 消耗 品費

　 　 ・　 ス トック フォ ー ム,イ ンク リボ ン,コ ン ソール用 紙等

　 ④ 施 設 ・設 備 費用

　 　 ・　 空 調設 備,コ ン ピ ュー タル ー ム,地 代 等

　 ⑤ 　 水道 光熱 費

　 　 ・　 コン ピュー タ運 用 に要 す る電 気代 他

畠
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●

⑥ 　 修 繕 費

　 ・　 コン ピュ ータ の修 繕,保 守 費用

⑦ 　 減価 償却 費

　 ・　 買 い とりの場 合

　 しか しなが ら,こ れ らにつ い て個 々 に,そ れ ぞ れ 積算 して コス トを把 握 す る こ とは困難 が あ り,

経 理 面で もこの よ うな方 法 は と られ て い ない。

　 従 っ て,既 存 の機 関 が,例 えばMTコ ピー を行 う場 合 どの よ うな方法 を とって い るか に よ り,そ

の 目安 にす る以 外 方法 が ない もの と思 われ る。

　 これ に よれ ば,今 回 調 査 した民 間 の3機 関(サ ー ビス会 社)は,次 の よ うに なっ てい る。

<A機 関(ACOS　 500)>

　 　 CPU　 Time　 3,000円/分,　 Elaps　 Time　 600円/分

くB機 関(ACOS　 350)>

　 　 CPU　 Time　 50円/秒

〈C機 関(IBM　 370)〉

　 　 磁 気 テ ー プ コ ピ ー(コ ンバ ー ジ ョン含 む)1巻5,000円

　 以 上の とお りで あ るが,A,　 B機 関 につ い て は,　MTコ ピー等 比 較的容 易 な処理 の場 合,マ シ ン

単 価 を900円/分 程 度 に設 定 してお り,通 常MT1巻 の処理 は5分 ～6分 で ある こ とか ら,

　 　 　 　 　 900円 ×5分 ～6分=4,500円 ～5,400円

程 度 とな り,お ・お よそC機 関MT1巻 の処理 と同 金 額 とな る。

　 しか し。 この抽 出機 関 は,サ ー ビス会 社 で あ り,一 般 の民 間企 兆 団体,官 公庁 にそ の まま あ て

は め る こ とに は困 難 が あ る こ とか ら,個 々 に実 情 に応 じて価 格体 系 を設 定 すべ き もの と思 わ れ る。

　 な お,相 互 の合 意 の基 での一 方 的提 供(被 提 供)に お い ては この限 りで は ない こ とは 言 うま で も

な い。

■
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　　　　　　　 4.将 来 の オ ン ライ ン ・ネ ッ トワー クの 考 察

近 年 の 情報 化 の 進 展 に伴 っ て,中 央 にお い ては,異 機 関 間 のオ ン ライ ン ・ネ ッ トワー ク をは じめ,

同一企 業 ・機 関 内,同 一 団 体 内等 の よ うに,そ の普 及 に は 目覚 ま しい ものが あ るが ・残 念 なが ら・ 本

道 に おい て は,特 殊 な機 関(例 え ば,銀 行,国 鉄 等)を 除 くと,そ の例 は見 られず ・特 に本 調 査研 究

が 意 図 した同 一 目的 を持 っ た異 業種 間 の異 な る機 関 間 の オ ン ライ ン ・ネ ッ トワー ク は皆無 で ある。

　 また,最 近 の 回 線の 法 改 正 の提 言 に み られ る よ うに,今 後 この よ うな オ ン ライ ン ・ネ ッ トワー クは

情 報 化 の進 展 に伴 い必 然 で ある との認 識 に立 てば,こ れ らの情 勢把 握,あ る いは調 査研 究 を加 え る こ

とは,本 道 の情 勢 化 に とっ て も非 常 に有意 義 な こと と思 われ る。

　 従 っ て,こ の よ うな観点 か ら,将 来 のオ ン ライ ン ・ネ ッ トワー ク につ い て の考 察 をす る もので ある。

　 な お,こ の項 につ い て は,「 コン ピュー タ ・シス テ ム の評価 に関 す る調査 研 究報 告書 」(㈲ 日本 情報

処 理 開発協会)を 一部 参 考 と した。

,

4.1　 オ ン ラ イ ン ・ネ ッ ト ワ ー ク 形 成 の 意 義

　 　オ ン ラ イ ン ・ネ ッ トワ ーク形成 の意 義 必 要 性 につ い て は,デ ー タ収集 面 での コス ト低 減 あ るい

　 はハ ー ド ・ソフ トウェ アの 共有等 種 々考 え られ る が,そ れ は次 の よ うな もの と思 われ る。

{1)共 通 の情 報基 盤 の確 立

　 　 各機 関 の コン ピュ ー タ ・シス テ ムで保 存 す る プ ログ ラ ム及 びデ ータベ ース等,ソ フ トウ ェア の

　 相 互 利 用 は情 報 面で の 共 通基盤 を確 立 す るた め に極 め て 重要 で あ る。

② 　 デ ー タの迅速 性 の 確保

　　 各種 情 報 につ い て,即 時 に入 手 し戦 略,施 策 に反 映 させ る必要 が あるが,MTに よるデ ータ交

　 換 では,発 表 され て か らかな りの 日時 を要 す るた め,情 報 価 値 は半減 され て しま う。 この ため,

　 ネ ッ トワ ーク を形成 す る ことに よ り,種 々 のデ ー タの迅 速 な利 用 が可能 とな る。

㈲ 　 デ ー タの 信頼 性 の 向 上

　　 MTに よ るデ ータ交 換 にお いて は,原 デ ー タ を入 手 して か ら,コ ン ピ ュ ータ に格 納 す るま で に

　 多 くの プ ロセス を要 す るた め,デ ータ の精 度 等 の 点 で双 方 に食 い 違 い が生 じる こ とが あ る。 しか

　 しネ ッ トワーク にお い て は,各 機 関 が保 有 す る原 デ ー タ をそ の ま まの形 で利用 す るた め に,デ ー

　 タの 信頼 性 が向 上 す る。

■

(4)シ ス テ ム開発,運 営 の効 率 化

　 　 コ ン ピ ュー タの リソ ース(ソ フ トウ ェア,デ ータ)の 面 か らみ る と,ネ ッ トワ ーク の実現 によ

　 り,ソ フ トウ ェア の二 重 開発 及び デ ー タの 重複 維持 が 不要 とな り,シ ス テ ム開 発,運 営 の効率 化
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が期待 され る。

4.2　 オ ン ラ イ ン ・ネ ッ トワ ー ク の 形 態 と そ の 形 成 方 法

　 　オ ン ライ ン ・ネ ッ トワ ーク を形 成,運 用 す る場 合,そ の 目的 に応 じ,い くつか の形 態 が考 え られ

　 るが,そ れ は次 の よ うな もの で あろ う。

●

(1)組 織 内 ネ ッ トワーク

　　同一企業 　あるいは機関で,地 域的に分散する下部組織に配置するコンピュータを結んだ閉鎖

　タイプのネットワーク。

●

② 　組 織 間ネ ッ トワーク

　① 共同 セ ンタ ー型 ネ ッ トワーク

　　 　 複数 の企 業 あ るい は機 関 が 共同 で設立 したホ ス ト ・コン ピュ ー タ を持 つ セ ン ター を中心 と し

　　 た閉 鎖 タ イ フ'のネ ッ トワーク 。

　②　 同 種組 織 間 ネ ッ トワーク

　　 　同 一業 種 の企 業 あ るい は同 機 種 間 で の閉 鎖 タイプ のネ ッ トワーク。

③ 　異 種 組 織 間 ネ ッ トワーク

　　 　複数 の機 関 あ るい は組織 の間 での閉 鎖 また は開放 タ イプの ネ ッ トワーク。

④ ス ーバ セ ン タ ー型 ネ ッ トワーク

　　 　特 定 の ス ーバ セ ン ター の建 設 者 が提 供 す る ホス トコン ピ ュー タ を中 心 に構築 す るネ ッ トワー

　　ク。

●

　 以 上 の とお り,一 般 に閉 鎖 タ イプ のネ ッ トワ ーク では,組 織 の持 つ特 定 の要 求 を充 足 す る こ と

を第一 の 目的 と して構 築 す る こ とが 多 い。

　開放タイプのネットワークは,利 用者それぞれの持つ違った要求に対 して応 じられることを前

提 と して構築 され る こ とが多 い 。

　 この こ とか ら,当 調 査研 究 で は前述 した オ フ ライン ・ネ ッ トワー ク促 進 と同 様 に,推 進 機 関並

び に他 機 関 に門 戸 を開放 した もの で ある こ とか ら,オ ン ライ ン ・ネ ッ トワ ークの形 成 につ い て も
,

② の③ 異種 組 織 間 ネ ッ トワーク で対 応 す る こ ととな る。

　従 っ て,当 面は,そ の ニ ーズ に応 じ,近 距離 組 織 同 志 で試 験 的 に形成,運 用 し,逐 次 他 機 関

へ の拡大 を図 るべ きで あ る もの と考 え る。

4・5　 形 成 ・運 用 に おけ る コス ト面 と利 用効 果 の考 察

　　現時点において,コ ス ト面を客観点に把握することは非常に困難であるため,今 回は主観に委ね

　られている部分に対 し何 らかの客観的な評価の尺度を提供するに留めたい。
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{1)ネ ッ トワー ク に関 す る費用 の捉 え 方 の考 察

　　費用と効果との比較による評価についての方法論を展開する前提 として次の2側 面からの検討

　 が 必要 と思 われ る。

　①'ネ ットワークの利用効率を何と対比するか。

　② 費用 として何を含めるか。

　　 まず第一点の比較対象は,次 のように整理することができる。

　〈ハードウェア ・リソースの共用に関 して〉

　　④　コンピュータの共同利用 どの比較

　　◎　自ら設置,運 営する独立システムとの比較

　　 ◎　別に参加しているネットワークとの比較

　 く ソフトウェア ・リソースの共用に関 して〉

　　 ④　自ら要員をかかえて開発する体制をとる場合との比較

　　 ⇔ 他ソフト会社への委託開発あるいは購入を主とする場合 との比較

　　 ◎　計算委託 あるいは使用料を支払って他で開発 したソフ トウェアを利用する場合との比較

　 くデータベースの共用に関 して〉

　　 ④　自ら原データを収集 してデータベースに構築及びその後の保守をする場合との比較

　　 ◎　他から有償または無償で提供 されるデータベースに自ら収集 したデータによる補完あるい

　　　 は加工を行って利用する場合 との比較

　　 ◎'他 の構築,保 守するデータベースから,有 償で必要な情報の提供を受けている場合 との比

　　　 較

　 等から形成の是非の検討の必要があろ う。

　　 次に,第 二点の費用については,ネ ットワーク構築 とい う立場からの捉え方をした場合と,ネ

　　ットワークへの参加者あるいは利用者の立場か らの捉え方をした時 とでは,自 ず と違った様相

　 　を呈 す る もの と考 え られ る。

　 　 　この ことか ら,我 々 は 「社 会 装置 と しての オ ンライ ン ・ネ ッ トワーク の 構築 」の立 場 では な く,

　 利 用者 の立場 で あ るた め,あ くま で もネ ッ トワー ク全体 のハ ー ドウ ェア,ソ フ トウ ェア に投 じ ら

　 れ る費用 では な く,自 己 の 負担 す べ き費用 の範 囲 に止 ま れ ば よい と言 え る。

　 　 即 ち↓,ネ ッ トワ ーク に加 わ るた め に追 加 したハ ー ドウ ェア,例 え ば追 加 した コン ピ ュ ータ及 び

　 　メモ リあ るい は フ ァイ ル媒 体,追 加 ま た は取 り替 え た通 信制 卸 装置 チ ャネ ル,フ ァイル装 置,端

　 　末 装置 あ るい は各 種 の オ プ シ ョン及 び 付帯 設 備 に係 る 一 時 費 用 と,レ ン タル料 等 を含 む継 続 的

　 　な増 加費 用 にそ れ らにか か る金 利 負 担 を加 え た ものが主 た る費 用 とな ろ う。

　 　 　また,ソ フ トウ 。ア 礪 して は,わ トワ ーク利 用 の た め 噂 別 に発 生 し蛤 種 プ ・ ト・ル の

　 　処理 用 ソフ トウ ェア の 開発 費 用,通 信制 卸 用 の ソ フ トウ ェア の開 発 費 用 の 自己負担 分,ネ ッ トワ

　 　 ーク利 用 の た め に改 変 を余 儀 な くされ た既 存 の ソ フ トウェア の メ ンテ ナ ンス 費用等 が主 な もの と

　 　 して捉 えれ ば よ い。
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　 なお,参 考 と して,運 用 時 に必要 とな る寛 々公社 にお い てサ ー ビス を行 っ てい るパ ケ ッ ト交換

サ ー ビス料 金体 系 を次図 に示 す。

パ ケ ソ ト 交 換 サ ー ビ ス

'バ ケ ツ

,ト交 換 サ 「 ビ ス ・'・"

命

●新設時の費用 '　 (1回 線ご とに)

品 ミ 目 200b/s 1[亙 -t200b!
s←一

2400b/s '　 4800b/8　 　　:瞭 48Kb/s　 ∵

■

.　 加'入 　科

料「ミ　 ∴　 ∵.

1L　 』
　 　 　 　 　 ,■6 一{:一 一一 ・、,1・)一,.・:ぎ二㌃ 円一・.:言1・1そ1・≡ 二三 ∴.、 ・'"・

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一■__」 一ぺ」,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　"一 イー_

'設 備 ・料'1/;　 ..　 510,00e円

　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 ぶ 一一4二

・繭・…運運連壁 陸 運睡蓮 運
三 巨 フ'二 三 ㌻ .・⑪・・,蒜㌃二三.・ ∨∵

』山 ・
硫 ■

(注)設 備料、債券は回線終端装置に関す.るものも含んでいます.

●毎 月 の料金
〈善本斜〉

(

(」 回線 ごとに)

品 目　 '

元L_三 」

200bノ$

'㍉ ξ

。6。円i、雀　　　　　　　　　　　　　　　、

300b/● 12eOb/s　 コ

22,000円 葦

ザ

　 2400bXs　 ;

26.000円 　 ;

4SOObノ$　 :
　 　 　 　 ,　→ 96e617・"・1国

28・00竺円 三 鋪頑: 75,… 円1

(注)毎 月の費用は、回線終端装置に閲するものも含んでいます◆

〈通 信料》 (1回 線 ごとに)

'128オ クテ ットまて ごとに 　 　"
O.4円

:　 -ll…sooke　 .
i 500㎞ を超え るもの　 '

工
q－.一

円50

ぞ
付加サービス等の料金 ・　 ・†』"〔L.

e

..・、ご ・・.・s::㍉1∫ 二三.=・..s.!`・

●

,

● 付 加 サ ー ビス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《`田口ごとに)

　　　　　　 区 分
檀 爾 使用料(月 割 工 事 賃 債　　巷

間　埴　接　続 550円
1

　　　5《ゆ円 20.ooo円

規 ■ ダ イヤ'ル
　 　 　 , 4頴 田

.

　 　 「500円 15.000円
　 　 　 　 .

相　亭　過　知 一

.

　　　500円 一

ダイレクトコール 一

.

　　　500円 一

通信料一括口合 一

.

　　　500円 一

パケット多重化(注) 300円
■
　　　500円 10,000円

相手固定毎日(注) 一

.

　　　500円 一

(注)パ ケット交換サービスに限り提供します.

●300b!s用 データ宅 内装置 {1笹 口 ごとに,

い
已 ρ

　 　 　 　 .,

も直雇一
・

・'『 ←・F'「:"二 、

,土 .車 賃　 　 　 .「づ≠　 '撒
　 　 　 　 .

　 　 　 ',・ 苛

.9但 〉.'

、・1竺
ト

　 　 　 　 1

31,000円 1τ.000円 `>150,000円

● 網 制 御 装 置　 　　 　 　　 　 　 　　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　　 　 　 　　 　 　　 　 　 　　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 《
'浪置ごとに)

区　'　　　　　　 分
』
便用軒(月 割 　　 工　事　費

.

但　　　券
　 　 　 ,.

200b/5、300b/8、1200b!●
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一
・

手 助 発 信 お 13,000円 　 　 　 ●,500円
1

485,000円

自 動 発 信 形 `1.ooo円 　 　 　 11,000円
.

395.ooo円

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 `注}
2400b'8、 　4800b1● 、　9鋤b!⑨ 、　48κb/●

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、

手 動 発 信 櫛 14ρ00円 9,500円 5`0,000円

円 助 発 信 巻 Il,000円

.

　 　 　 1`.ooo円 405、000円

《注)回 線交換サービスに阻リ提供します.
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4.4　 形 成上 の 問 題 点 とま とめ

　　ネットワークを検討する場合,後 述する問題 と同時に,一 般的な問題として次のような点が生 じ

　るもの と思われる。

　　①　各機関が所有するコンピュータ ・システムは,機 種,構 成の点で相違はあるとしても,規 模

　　　及び性能は同等のものと言えるか。

　　②　相互 に利用するとして,一 定期間内のそれぞれの他システムの利用度は,ほ ぼ同等 と考えら

　　　れ るか。

　 　③ 　 各 機 関 が,自 分 の使 い た い時 に ネ ッ トワーク を組 ん で い る他 機 関 の ハ ー ドウェア を直 ちに使

　 　 　用 で きる こ とが保 証 され る か。

　 　④ ハ ー ドウ ェア の 共用 を許 す こ とに より,自 身 で必要 とす る リソ ース の使 用 につい て の制 約 を

　 　 　 受 げ,処 理 に支 障 を きたす こ とは ない か。

　 　 ⑤ ハ ー ドウ ェア の 共 用 の結 果、 そ れ ぞれ の機 関 に お い て機密 とす る ソフ トウェア の内容 の漏 洩,

　 　 　 主 要 デ ー タの盗 難;変 質,消 失等 が起 きない とい う保 証 は あ るか。

　 等 同 様 の問 題 は ソフ トウ ェア ・リ ソース 共用 の場 合 に も,デ ー タベ ース共 用 の場 合 に も起 る もの と

　 思 われ る。

　　従って,形 成時においては,前 述 した形成の意義を充分わきまえ,こ の問題の解消を図ることが

　 第一条件 と思われる。

　　 この一般的問題のほかに,前 述 した費用と効果の問題 我々サイ ドでは如何ともしがたい技術上

　 の問題 法制上(回 線等)の 問題等が挙げられるが,こ れらについての解決は先に委ねるべきこと

　 と考えられるので割愛することとしたい。

　　 先に述べたように,将 来のネットワークについては,情 報化の進展に伴い,必 然のものと考えら

　 れるため,推 進機関及び関係機関においては,こ れらを念頭に置 きつつ,こ の実現に向け確実な第

　 一 歩 を踏 み 出す べ き もの と考 え られ る。

■

今
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5.　 3年 間 の 調 査 研 究 の ま と め

喝

　本 道 に おけ る地 域 開 発 は,こ れ ま で 「官 」主 導型 で あ った た め 「民 」の立 ち遅れ が 指摘 され てい る

ところで あ り,同 時 に,全 国 に比 較 す る と所得 面で の格差,第 二次 産 業特 に製造 業 の 後進 性 等 が 目立

って お り,こ れ は,情 報 化面,中 で も特 に磁気 媒体 ベ ース での 情報 流通 面 につ い て もほ ぼ同 様 の こと

が言 え る。

　 こ う した こ とを背 景 と して,こ れ らを解 消 す る一 つの 方法 として本 調査 研 究 がス ター トした と ころ

で あるが,こ れ ま で述 べ て きた とお り,昭 和54年 度 か らの3カ 年 に おい ては,情 報流 通 の 活性 化 並

び に情 報 の 高度 利 用 の 観 点 か ら各 種調 査,シ ス テ ム開発 を実 施 して きた が,最 終年 度 に当 た りこの 二

側面 か らの総 括 を行 って み た い。

(1)54,55年 度においては,各 種調査 ・研究結果から

　① 地域開発に係る情報利用の実態

　②　情報利用に際 しての問題点 ・改善意見等の実態

　③ 推進機関,関 連機関の電算処理の実態

　④ 情報の磁気媒体ペースでの情報保存の実態

　⑤ 磁気媒体情報の交換ニーズの実態

　⑥ 磁気媒体情報の交換に際 しての問題点 ・意見等の実態

　等が明らかになったことにより,今後は,推 進機関を中心 として情報の効率的かつ安定的な活用の観

点から,情 報流通の円滑な実現を目指し,情 報交換の可能なところか ら順次その具体的展開を図 り,

これを逐次他関係機関に拡大 して行 くことが必要であるとの結論が,他 方面での本道の立ち遅れ と同

様に情報流通面においても本調査 ・研究が一つの指針を与えるもの として評価されるべきであろう。

か

(2)56年 度 にお い ては,こ れ を一ーー一歩押 し進 め,前2年 度 の調 査 ・研 究 を基 に情 報 の高 度利 用 の 面 か

　 らの地域 開 発 に有 用 だ と思 われ る地 域分 析 システ ムの開 発,近 い将 来 のMT交 換 の活 発化 に際 して

　の 共 同 利用 セ ンター構 想等 の調 査 ・研 究 を行 った が,「 地 域 開発 シス テ ム 」につ い ては,今 後 の商

　工 業 ・電 源 の立 地,地 域 産 業 の 振 興 等の 面 での 有 益 な指針 を提供 す る道具 と して有 意 義 な評 価 を与

　 え て も良い もの と思 わ れ る。

　　 す な わ ち,こ れ ま で は,と もす れ ば あ る特 定 機関 の 閉鎖 的 な使 用 の され 方 で あ った もの が,当 地

　域 開発 シス テ ム を利用 す る こ とが 可能 とな るた め,そ れ ぞ れ関 係 機 関 に おい て は,そ の 目的 意識 に

応 じた 戦略 あ るい は施 策 へ の反 映 が可能 とな る こ とで あ り,そ の 積 み重 ねが地 域 開 発 を側 面的 に支

　慶 す る一 つの 手 だ て で あ るか らで あ る。

　　他 方,rMT共 同利 用 セ ン ター構 想 」につ い て は,今 後 のMT交 換 の活 発 化 に伴 い,同 時進 行 的 に

発 生 す る問題 だ と思 わ れ,ま た,図 書館 と同様 に社 会の要 請 で も ある もの と考 え られ るた め,「民 ・

官 」の英 知 を結 集 す べ き もの と思 われ る。
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　一一方,こ れ らに つ いて の 今後 の課題 が存 在 しない わ けで もない。 そ れ は ・「地 域 開 発 シ ス テ ム」

につ い ては,一 つ に は実 際 に 運 用 を 開始 し,問 題 が あれば これ を解 決す る必 要 が ある点 と,二 つ 目

に は,前 述 した 目的,性 格 上 か ら,あ る特 定 の分 野 に しか適 用 し得 な い とい う点 で あ り・他 の分 析

手法 は 多種 存 在 す る こ とか ら,今 後 は機 会 が あれ ば これ らにつ い て も出来 う る限 りの シス テ ム開発

を行 う必要 が あ る もの と考 え られ る。

　 ま た,rMT共 同 利 用 セ ンター 構想 」につ い て は,今 回 は可能 性 につ い ての 検討 を行 った に過 ぎず ・

これ の実 現 ま で には各 種 の検討,日 時 を要 す るため,機 会 が あれ ば更 に検 討 を進 め る必 要 が あろ う。
■

(3)前 述(1)及び(2)の情 報流 通 面,地 域 開 発 シス テ ム,MT共 同利 用 セ ン ター 並 び にオ ン ライ ン・ネ ット

　 ワー クそ れぞ れ の 関係 を図 示 す る と図6-1の とお りで あ る。

　　 す な わ ち,情 報 流通 の 面 か らは,当 面 は 推進 機 関 同志 で相互 交 換 を行 い,順 次地 域 関連 機 関,他

　 機 関 に拡 大 を図 り,機 が熟 した 時 点 でMT共 同利 用 セ ン ター構 想 実 現 の 発展 過 程 を辿 る もの と考 え

　 られ る。 一 方,地 域 開 発 シス テ ム利 用 面 では,当 面推 進機 関 での利 用,次 い で地域 関連 機 関,他 機

　 関 へ と拡大 して行 き,近 い将 来 には,MT共 同 利 用 セ ン ター経 由の情 報 に よ り運 用 とい う形態 も考

　 え られ る。 この 前 者の 情 報 収集 面 で の コス ト低 減,後 者 の ハ ー ド ・ソフ ト面 の共 有 が,将 来 的 には

　 オ ン ライ ン ・ネ ッ トワー ク形 成 へ と発展 す る もの と予想 され,更 には,前 述 した よ うにMT共 同利

　 用 セ ンター に必 要 情報 の ク リア リン グ機 能 を保 有 して い る こ とか ら,オ ン ライ ン ・ネ ッ トワークへ

　 の参 加 も考 え られ る。

(4)昭 和56年6月,産 業構造審議会の情報産業部会は,我 が国経済社会の方向を踏まえて,80年 代

　における情報化に関する答申の中で,次 のように述べている。

　　 「………我が国は,今 後経済大国 として国際社会の発展に積極的に貢献 しつつ,資 源 ・エネルギ

　ーの制約を克服し,活 力とゆとりのある豊かな社会を築きあげていかなければならない。狭陰な国

　土に1億 余の国民のほか,こ れとい った資源を有しない我が国にとって,情 報化の徹底 と高度化は

　 これを可能 とする唯一の道といって過言ではない。………

　　情報化は,明 日の我が国を方向づける国民すべての課題である。(以 下略)」

　　すなわち,80年 代においては,情 報化の浸透が一層進み,従 来の産業分野での活用から,社 会あ

　 るいは家庭生活の分野などあらゆる分野に拡大して行 くことは確実視される。

　　従って,本 道においても,こ の情勢に乗 り遅れることなく,官 民一体 となった豊かな情報化社会

　 を構築して行 くことが重要な課題であり,本 調査研究がそ のた めの一つの指針 となれば幸いであ

　 る。

'
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各 種 調 査

情　報　流　通　面

推進機関 目■　　　　　　　一 推進機関
利　用

情報 の高度利用面

地域 開 発 シ ス テ ム

!

!

推進機関

関連機関

推進機関

推進機関

関 連 機 関'
×

推進機関

他 機 関

↓

MT共 同利用セ ンタL

1

-

1

」
「

1

　　　 用　　　　　　　,
　 利　　　　　　　　　/
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 /

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 '

　 　 　 　 　 　 　 　 　 '

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ

　　　　用　　　　1
　 　 　 　 　 　 　 ノ

　 　 　 　 　 　 　 ノ
　　利　 　 　 　 　 　 !

　 　 　 　 　 　 !

　 　 　 　 　 !

　 　 　 　 　 '

　 　　用)'
　 　 　 　 ノ

　 　 　 !

　 　(利1
　 　 ノ

　 　 !

　 ノ

　 ノ

ノ

/

」 一_______ ______二 」

図2-7　 情報流通O
,発展過程 と地域開発システム関係図
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資 料 編

資料1　 北 海道地域 マクロモデル

被　説　明　変　数 説　　　　　　　明　　　　　　 変　　　　　　　数 R DW 期　間

個　人　消　費　支　出 分配所得

CP α63659YD+315.274 09964 1.3361 35～52

政　府　消　費　支　出 (外 生)

CG 65/52年 率3.0%

民　間　住　宅　投　資 分配所得

IH 0ユ36484YD(-1)-233133 0.9460 1.3791 36～52

第一次産業民間設備投資 個人消費支出・擁 鑑 巖 宗・(第嶽 塁㌶ 劃

IPA α0321815CP(-1)+α388577{(KGA(-1)/KPA(-1)×(IPA(-1)+ 0.9703 21325 41～52

IGA(-1)}-49.973

第二次産業民間設備投資 (外 生)

IPB 65/52年 率89%

第三次産業民間設備投資 全国第三次産業民間設備投資一第三次産業民間資本ストック

IPC 530051PNC(単 位:10億 円)-0.0241088KPC(-1)-13515 0.9790 1.2726 40～52

政 府 固 定 資 本 形 成 (外 　生)

IG 65/52年 率47%

移　　　　輸　　　　出 総生産+全 国輸出

E 0.264361V+15.9817EN(単 位:10億 円)+117.553 0.9919 1.1222 40～52

"
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心
ω

1

▼

被　説　明　変　数 説　　　　　　　明　　　　　　　変　　　　　　　数 R DW 期　間

移　　　　輸　　　　入 総生産+全 国輸入

M α449058V+4"295MN(単 位:10億 円)-340152 0.9977 1.6673 40～52

第一 次 産 業 生産 所得 (外 生)

VPA 65/52年 率30%

第二次産業生産所得 第二次産業就業者数+(第 二次産業民間資本ス トック+産 業基盤社会資本ス トック)

VPB 526761LB+α125540(KPB(-1)+KGI(-1))-2591.990 α9854 1.5955 41～52

第三次産業生産所得 第 三次 産 業 就 業 者 数+第 三 次 産 業 民 間 資 本 ス トック

VPC 3014331」C+α384179KPC(-1)-2349.580 0.9946 0.7142 36～52

就　　業　　者　　数 (外 生)

LA

LB

LC

資 本　減　耗　引　当 全産業民間資本ス トック

D α0785183KP(-1)+173866 08734 0.6853 36～50

分　　配　　所　　得 全産業生産所得

YD 1.Ol915VP-105420 α9993 0.9368 35～52

間　　　　接　　　　税 総　生　産

TI 0.056569V十49.968 α9778 L9265 35～50

補　　　　助　　　金 総　生　産

S α0471946V-101.041 0.9694 1.0303 35～50

第一次産業

　　 民間資本ストック
第一次産業民間資本ストック+第 一次産業民間設備投資
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膳
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-

被　説　明　変 数 説　　　　　　　明　　　　　　 変　　　　　　　数
R DW 期　間

KPA 0988203KPA(-1)+IPA
一 一

第二次産業
　　　民間資本ス トック

第二次産業民間資本ス トック+第 二次産業民間設備投資

KPB 1.00236KPB(-1)+IPB
一 一

第三次産業
　　　民間資本ス トック

第三次産業民間資本ス トック+第 三次産業民間設備投資

KPC 0.964626KPC(-1)+IPC
一 一

農林漁業
　　　社会資本ス トック

農林漁業社会資本ス トック+農 林漁業公共投資

KGA 0.988203KGA(-1)+IGA
一 一

産業基盤
　　　社会資本ス トック

産業基盤社会資本ス トック+産 業基盤公共投資

KGI 0.99713KGI(-1)+IGI
一 　

■
づ
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D

変 数 覧 表

IPA 第一次産業民間設備投資 VPAH 第一次産業就業者1人 当 り生産所得

IGA 農林漁業公共投資 LA 第一次産業就業者数

IPB 第二次産業民間設備投資 L 総就業者数

IGI 産業基盤公共投資 VPBH 第二次産業就業者1人 当 り生産所得

IPC 第三次産業民間設備投資 LB 第二次産業就業者数

IPNC 全国　　　　 〃 VPH 全産業就業者1人 当 り生産所得

KPA 第一次産業民間資本ス トック VPCH 第三次産業就業者1人 当り生産所得

KGA 農林漁業社会資本ス トック LC 第三次産業就業者数

KPB 第二次産業民間資本ス トック YD 分配所得

KGI 産業基盤社会資本ス トック VP 全産業生産所得

KPC 第三次産業民間資本ス トック V 域内総生産

CP 値入消費支出 u 在庫品増加

CG 政府消費支出 D 資本減耗引当

IP 民間企業設備投資 TI 間　 接　 税

IG 公的資本形成 EN 全 国 輸 出

IH 民間住宅投資 Q 有 効 需 要

KP 全産業民間資本ス トック E 輸 　　移　 出

VPA 第一次産業生産所得 M 輸　 移　 入

VPB 第二次産業生産所得 MN 全 国 輸 入

VPC 第三次　　〃 S 補　　助　 金

一45一
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⊂ ⊃ 定義式

[コ 外生変数

○
　　　　　　　　ブロック

　　　　　 の内生変数

IPA KPA

　 」
一____1`

　 　 　 　 一 一ー 一 一 「 一 一 「

IGA

IPB

IGI

IPC

IPNC

KGA

「 一ー ー ー 一 「

L

KPB

KGI

KPC

口

＼_」

一 」

______」

VPA

VPB

VPC

VPBH

VPCH

M

凹

マ ク ロ モ デ ル フ ロ ー

V

VPH

◆ `



資 料2　 計量経済モデル分析 システム利.用例
一⊥.　　

::::パ.・:::::.=3・ ・・・…　　 .::3t1・::・ ・.・;・ ∵－L't::::・s:熔:・

　　　　　　　 E　 M　 S　 {　 ECONOME了R:C　 MODELrNG　 SYS了EM　 ,
)εRSION　 L3
・　　　　　　　　　　　　●　●　●　●　●
　 　 　■

ee〆02!2S　 MOR!　 LA]藪.　 K萱r-t「「U亘fv「■・
■ ・s…　　 .

.・・.三…」』三」;」L…」一■.C●:、;● 「.F　1..:;:・338‡ ●

串*軍*串 E　M　途一 　N　E　 N　㌫*≒ 云「一"』『

TO　 ALL　 HEMBERS・FROH　 †Hε　EMS　 MANAGER　 3

《1》　THε 　NEN　 EMS　 COMMANDr$　 H命Vε 　Bピピ刃　USεD

▲2§g二..隻⊆E2二[Hε　S遮qQ困D　 VERS:ON　 OF　 rHt　 EMS

《2》　THE　 MOS了 　:MPORTANT　 MeSCAGE　 8

一一　一一　　一 －

S工NCε 　FEB・25・

MANUAL.　 　　　　　'　　　　　　　,
　 .　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・一　.　　.　　　●　、　..　　　　●　　　　　　r　　H　 ■　一 　　一

■ 命LL　 日HO　 HAS　 AＬREADY　 BUIL了 　EceNOMETRIC

SHOULD　 SUB門IT　 AGArN　 THE　 ,　GENP,

にεV亘COMMAND'RING・ ～・MODELエN6',

YO8」　HAO　 BUILT　 ,　RεSPεCTIV匂 」Y.

　　　　　　　　　　　　　　　　　 r'・　　一

　　　　　　 MODEL　 ,　　 '

CO凶HAND　 :N　 了HE　 H:6H

　　　FOR　 EACH　 目00εL

■
YOUR　 MEMBER-・ID
3

xx×xx×xx－ 8文 字のメンバーIDを 指定 す る。.
PAss魎ORD
=一
鯵鯵鯵魯■鯵枯枯鈴魯槍

メンバーIDに 対応す るパス ワー ドを指定 する
。

YOUR
3

PROUECT-ID
ノー プロジェク ト

.1Dを 指定 す る。

YOUR　 　PDB-COPE
8－
PA$SNeRD
雷一 プライベrト データベースコー ド(PDB-COD)　 '

を指定 す る。

デー タベース に対す るパス ワー ドを指定 す る
。

ζれに より作業 を開始 で きる
。　 　 .

◎ デ ー タの入 力

HIGH　 L∈VεしCOMMAND?
3

VED;了

TH:s　 　rs　　VARrABLE

　　　　　　　VERSION

EDITING　 MeOUしE・

VEDITハ イレベルコマンドを入力する。

　　　　　　　　　　　　　　　　(デ ータの登録}

1.3　 SOIO2/2S・

ceMMA"40
3

NCV－

.',　・'　一一 一.一

カー ドか らデー タベ ースへのデ ー タ入力 を行

§εQUENT!AL
宕

FILE　 NAt・tE
うζとを指定す る。.

ファイル名を指定 す る。

-

　 　 　 　 　 ,

!SAFPOOO　 1!MAC6SEMS

冷**

FA.

准脚

v　 .

§TORεD　 SERlES　 INFORMA了leN　 *亭 掌

るo　　　o　　丁0　80　 　　0　・ ■

レ
STORED §εR工εS　NAMES　 -

　　　60　 　0　To　 eO　 　O
CP

CG

IH

IP

IPA

rPB

60　 　0　TO　 80　 　0

60　 　　0　　了0　　80　　　0

6e　 OTOSO　 O

60　 　0　 TO　 30　 　0

s O

O
.

30

30

0

0

T

T
・

O

O

60

るo

～
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H!GH　 　しEVεL
■

EQEDIT

C-?

THIS　 IS　 EQUATION　 EprT!NG

VεRSION　 1.3　 80'02'25

nOOULE.

ε蝋 刊ONN婿?
啓

V

COMMANO
■

哩
o禽▼E: 04'23'80

データベースに格納されている方程式名をす
べて出力する。

P

　 NUMBER　 ⑪F　 EaUA▼rON　 N舵2　 　 　 　 　 34
← 　●　　　　　≡　　　■　■　　　　.　　　一　　.「　　'　　　・　　.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.　、　　　会　　　　　吟　　一　　　　一　　　　一 　　　一 　　　一 　　　　一 　　　　　　　　　　.　　　　　　　一　　　一　　　●　　　■　.　一

_、、1

　　 2

　　 3

　　 6

　　 7

　　 s

　　 9

　　10

　　"

C6

㏄

o

ε

:H-._.

rp

lPA

lPB

rpc

J

K61

◎

～

一

1

24
箆

26
ロ
麓

29
駒
31
≡

。。
34

Tr

V

VP

VPA

VPAH

VPB

・

羅

酬
m

,　　　　.　一 　　　　　　　　　〆　・　　　　　　-　　　9　,　　　　　　　　　　■　一 　　一 　　　　　　　　≡　　　,　　・　　→　　　　　－

CPU　 TrHE

r　 　　 COt`"`IAND

　　　　 ●

2's6 rtSEC.

　　㌔.

自[A雨5-'〒!Hε 　 '　 -b.gsεc.　 R禽 τ10　 31・34iZ

くく　 EXr「 　FROtdt.,f.OUA;:ON.EDITIN6　 nODULE　 　>>

CPりTIME 1964　 nSEC.

ム

ハイ レペ ル コマ ン ドEQEDITを 終了す る。

.

4

}
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◎　方程式登録処理

v

Hl6H　 LEVE」 　t:onMAND　 ?
-

エ エ_　 　　 　　 　　 __....___.一

τH!r;　 !3　 EQUAT:ON　 εOr「ING　 mOOUＬE.

VERvs　 rON　 1●3　 80'02/2巴

E〔⊇VA買tuN'… ラ'『'

●

÷

}幽 二

COH門 負NO

.　工

　　　　　　　　　　　 』　　　　　　 ..　 .　　　　　　　　 1

.EQEDITハ イレベル コマ ン ドに より,既 に方

　 程 式の推計 が終わ ってお り,推 計 した方程式

　 群 が方程式 ワーク ファイルに格納されてい る

　 場 合,必 要 な方程式 を方程式 デー タベーX7

　 アイルに登録す る。

　　　　　　　　　　　　　　　　 .　　　　　　　　　　　　　　　,

　方程式名を登録し,そ の下に代替方程式を登

　録する。 ζζでは方程式名.YT)　一を登録 した。

　　 .・　 』　 　 　 　 　 　 　 　 　 ,『__一

■

FULL　 NAME
8－

STR　I悶三　MESSAGE

－唖R門 煕1;εD遷 ば随 ㌔ε_.
8

WKENコ マン ドを入力する 。
恒YD'と 登録 した方程 式の フル ネームを入力

す る。

武名 についての コメン トを任意 に入 力する。

2

　　　　cpu　 T「ME　 　・　　154　 HSbEC.　　ELAPSED　 T:ME　 .
`

　c㈱o　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　'-P　一一'一 　　・　一
!　.

1些塾丘　　　　　　　　　　 '`　 　　　　　　　　 WEWEコ マンドにより方程式作業ファイル
:了H,

酬,ε 。 。。、。。醐 随 一 。 　 .　 　 から推定繰 をデータベーxK畳 針 る・

　 CURRεNt.EQUA1;ON.ID　 &.Pfi　 ;⑪RI叉 ツL　Ne...了01BE　 SET　 IN　 PO8.
　 培　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　'　　　`　　　　　「「　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　・…

捧 一 ⑭ 了・一 ・・?・Y・・・・…,　 讃 篇 野 ㌫ ‡㌘ ラムの番号
工

シミ・レーシsン時va解かれる正規化変数を1

入力する。　 　　　　　　 　　　　　 「

67・1　 SεC.　 　R禽 了10　 　　0●22つZ

　 　 　 　 　 　 "・　　　　・'　・^　'.-・三.←F'　 ÷一'・'.'　　　　　.

　 　 　 ..　　 一..　 '.　　 _._エ__:、 こ_一.."　 「'　 CU貴RE
N了　EQU・ 　 10　 4　トも禽S』BEEN　 S角VεD　 硲S』EQG.「 』.ξD.1　 `N・D白 丁角　8命Sε

　 　 　 　 cev了 《ne　 139:'.咋 εc・ εいpsε 。　r:"ε 　 4t.。 　sεc.　 R^T　 1o
`　　　　　　　　　 　　　　 ...._

「一 一 →一 一}}一 ・

上で指定 した番号を確認Lて 変える必要があ

れば・YES'な ければ'NO・ を入力する。

3.391x

Z52　 　　　　　　　　　60　 　0　TO　 30　 　0
ZS3　 　　　　　　　　　60　 　0　To　 eO　 　O
Z54　 　　　　　　　　　　　もO　　O　TO　 gO　　O
Z巴5　　　　　　　　　60　 　0τ030　 　0
**冷冷違　εND　事鴬申卓硲

CP`J　 T　1Hε 　　 　̀ 8209　 門SεC.　 　ε」APSED　 了TME

ce"tt-tANo
8

鋼

t33.O　 SEC.　 　RATIO　 　13・694X

; VEDITハ イ レベル コvン ドを終 了す る。

くく　EXI了 　FROM　 VEDrT　 》>

　　 CPり　TIME　 　　18383　 MSEC・

◆

■

ノ

一49一



◎　単一方程式推定

Hre…}H　　LEVEL　 COMMAND　 　?
3

〔
rHIs　 Is

∨εRS星 頭

UNI了
A'31⊇M　OR

{ANNuaL
工

　　 FI:一　H　ZNG　 　怖⊃DULε

　 _ユ ・3___き39/02!25.一 一__一_.

PER　 IOD　 OF　 ε§Tひ ¶負了rON　 ?

　　　YHQN
　　　工 合OR　 Y.SEM1-ANNUA」8S ⑪R　H　 ,　QUAR了ERLY　 3　Q　 ,

単一方程式 の係 数の推定 を行 うo

FISHINGハ イ レベル コマ ンドを指定す るo

≦L　　　_　 　　　　一、　一_　._.　　　.噺　　,　-T
IME　 詐.畠N　⑪F　　　　　　　　　　　　 ESTIMATION

口

1960,19η－

COMMANP　 　　　　　　　　　　　　　　　　　.一　_　.　.←
口 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　'

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

r4eNTHLY　 　8M}

.推定 の期種 を指定 す る・

推定期間の開麟 塩/終 了時 期を入力す る。

　　　　　　　REGコ マンドによ;,回 帰計算を行 うことを

　　　　　　　指定す る.

　　　　　　　方程式 の構造 を指定す るo

l960　 TO　r?eo

●

e

↑

EtiS[ifA了工ON§FEC.

Rε 喧

#

Y　 3#FくVP》

Z9　 ●∨P

くぐ

MET…tOfi

応-

r.∨ ・

三L■ 葛了.

cuaREN了 　EQUAT　 1,)「ψ　ξD・　　弓　〉〉

　　　　̀)LS　　　　　1960　 TO.197ア 　　04〆19/80　 　.'1

　　　　　　-《)・10542・　OE◆06十t・019tSaLVP

　　　　　　《一:.7S749)　 　　《◆to6・ ぽきO》
　　　　　　　　　　　　　　　　　　(◆t.02240)

　　　　　　　　R:"R　　　　　工　　　　o・99B60　 t　　　　　　SD.ERRCR3

　　　　　　　AOJ・ 　R　　　=　　　　O.999297　 　　　　　F.V,　 　　　.エ

　　　　　　　P.回.　 　　　　宜　　　　O.936SIS　 　　　　　RHOO　 　　　　呂

　　CPU　 了rME　 　　　　3370　 庭C.　 　εL角F§ εD　'「IME

57e4宕.s・ 亨40

i142言 ・354袖

　　 0・S2r苫S4.

　 33・7　 　SεC・ RATIO　 　　10●004'A

`

5
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Hr「aH　 LEVEL　 CO㎜D?
●

亘理L　 、

～
1

_迦s・SR随 村o。ULε
　 VERS　 1⑪N　1.380'02/25

　 comHANti
　 -

～
..,　 L

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 t

RrNGハ イレベル コvン ドに よ り,方 程式デ.

一 夕ペースに登録済 みの方程式 を使用 してモ

デル を構築す る。　　 　 '

=
.　' '

WEMW=wド によリモデルを撫 する
。

mDOEL　 NAME'
'一 　〔　…⇒「■
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モデル名を指定する。

モデルの期別を指定する。
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方程式を終える。

.双0㌔一9巳玉9題 刊ON■ 　34

　 CG

τ

.KPA

l'・-

　 vpc"

　 S

IH

o

KpB

～ 一一 一
　　　　　IPA

"

　　　
　一ほ

rPB
LB
炉 KSA

VPH－ －L-一 一ーー一 【

Q　 　　　 『　　　　 J
－ 〇
　 V

Tr

－ 工_』 』些ε旦」;Hε 33=59・9　 SεC.　 　 RATro　 　　O・5◎2欠

◆

■

一51一



.

CO門 門ANO－丁

　GENPコ'vン ドに よ り.
・グラム を作成す るo

ツ ミュ レー シ ●ン プ ロ

　　　　　　　 つ

く<　FORH』 」《　MAN:PUしA了IN6　 >>

　　　　 15二s6;19

　　　 END

　　　 くく　Exr了

　　　　　　　CPu

　 ◎

.　　 HlGH
　　　 田口　　　　　　　　　　　・.

・s・54・8…i}≡努 …鶉;≡琴?
.琴2:≡…宗 義2;=《:

FReH　 RING　 　MODUI」 ε　　>>

了IME　 　　　664与S　 nsEc・

シ ミュ レー シ ョン 実行

LεVEL　 C◎mHAND　 >'

、.一　　一

一
一

八 イレベル コvン ドTESTを 実行す る。　 '

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 一

　　　　 .　　　　　　.　　　　　　　　　　　　　　　　　　.　　　　　　　　　　一

〃

　　　TES"'r

　　　THIS

　　　MODEL
　　　冨

工
.　　 T11吃

　　　.『.

　　　　　1s　 了EST

VERSION　 1・3

　　　　　 NAr'tE

nODuしE.

30/02!25

シ ミュレー シ ・ンするモデルの名 前を指定す

る。　　　　　　　　 .

シ ミュレー シ ョンの期間 を入力す る。　 一一":.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

●

　　　　 SPAN

196Je,1973
-　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.

co{
3

CONMm　 D　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・

三

。

RE§1DU昌L　 CHεCK　 ?　 (Yε §!Nt⊃}

'PTコ マ ン ドに よ'リバ ー シ ャ ル テ ス トを行 う.。,

塩　　　
1965

　　　1966　 　　　　1

　　　tg67　 　　　　1

　　　1968　 　　　　1

　　　1969　 　　　　t

　　　1つ70　 　　　　1

　　　197i　 　　　　1

　　　1972　 　　　　1

　　　1973　 　　　 ・1

　　　tg74　 　　　　1

　　　1975　 　　　　1

口 ∫ER・s

』　 　 　
残差の チ ェック を行 うか どうかの指定 をす る。.

CPU　 T:ME

1TER"S

1TER.S

l了ER・s　 　　 ,.

!TER.S

iTER.s

1TεR.S

;TER.s

lTER.S

t了 εR.s

ITER.s

　一こ　　.　.　　　←一 ・_,一 ・

8423　 HSEC.

　 　 　 　 　 　 　 ・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 '

ELArSED　 TIME　 　　 590.1　 SεC・　　　　　　　　　　　　.一

　　　　　　　　　　　　　 一

　　　　　　　　　　　　　　一

　　　　　　　　　　　　　　一

　　　　　　　　　　　　　　一

.　7≡　　　　　　　　　　　　　・　～　,　　.」　_　,・・-

R∩τ10　　　1・427ズ_

ド

`

■

一52一



cuMMAND
3

ユ
、'◎u
8

Yε:∋

ロ1鴫ε
工

NANT　 bE了AIL　 OUTPUT
解 をク ロス セクシ.ン で出力させ るこ とを指

? .《YεSINe}定

b'Plw

t　'?　St　1J.19フ$一

.....,.一一_一〆で,..　　　　 .　 __.〉_.

期 間 を 指 定 す る 。
」
　
　1
　
　
　
■

、

TIME 1?6s

●

60724白 ・OO8 ..～.
-476';s・519　 《

　t61944.006　 ⊂

　"?17る.o◎4　 `

5口69るU「.OOO　 《'

1044711.453　 `

154016e・323　 {

　 65236:00b　 {

　39129S.OOO　 《

　
　
　
コ
　

　ロ
ロ
　
　
　

　　
　

　コ
　

　ロ

O

O

O

－
〇

〇

.
O

O

1
●
　
●

O

O

》　=c6　 　　　　　　　　　　　9t241・Oll　 `　　　o●

,)　■rPA　 　　　　　　　　　　48002.Ott　 《.…　O.

)　:rPC　 　　　　　　　　IO83929.OOO　 ピ〆　O・

,　 :0　 　　　　　　　　　　　る144S5.OOO.《 　　　O・

》　 3LB　 　　'.　　　　　 1124SS7●OOO　 《

}　 :KPA　 .　　　　　　　 1013　 20・7SO　 《

)　 :KPC　 　　　　　　　　35?S宕02.000　 {

》　:KGA　 　　　　　　　　　10370》 ∋・000　 《

)　 .IP　 　 '　　　　　 2=S26310●OOO　 《

198121;・O《)O　 《　　　O・
1484219・GOO　 《　　　O.

　4◎46る5・OOO　 　̀　　　O・

　　　　122・215∫...o・
　　　　t12・034　 {　　　o.

二5弓274フ ●96亨 　《　　 0.

　　38474.亨'今 ヲ　`　　 0・

　1473S3.`〕00　 《　　　O.

}　 :　1:P

ハ　 ・VPC

,　 tVPA

)　 .VPBH

,　 :VPH

}　 .YD

}　 =s

D　 .J

　7173壱4.039　 《
260624S・OOO　 {

　　　　 6Je.b's4　 《

　　　　131・'747　 {

14321S3.e16　 《

　224174.OOO　 《

306373s.oo◎ 　《

3211123.OOO　 `

・
　

.
　

…

.

●
　

●
　

●
　
●
　

■
　

.
　

●
　

●

O

O

O

O

O

O

O

O
O

O

O

O

O

》　31H

》　エ!PB

》　εε

)　:L《

)　.LC

)　#KIPB

)　言kP

,　3K61

,　=し

}　3VPB

》　8VP　 　'

)　=VP肉H

,　:VPCH

}　 =M

】　 3了工

)　:Q

).3V
、

〒《門ε
　　　　　 、1966

642　 9'24.　 eO8

106号74.'N8

174255●`)OS

4;7443.OO4

　593724.・)OO
i1393● 二●531

t■vs'ヲ942.063

1巴白26?2・734

　弓0■850.OOO

2117521.OOO

　　　d　　　　　　　・

≡ビYO
5:'33)'=c6-'"

(-224.27,　 熔IPA

《　 107・ もO)　 ‡1PC

《　 104.36)　 ±0　　　　 9-

《　 102.OO)　 3LB

《　 109.06}　 3KP禽

《　 107・78》 　 3KPC

《2395・45}　 言KG命

《　 104・4s》 　 ;tp

《　le6.ss,

1る42950・ooo

　37?S44.OOO

　　　　130.5t'?

　　　　120.1300

二7=3暑154,?6'… レ

　　5⑮213◆999

《　 `10・6守 》

《　 93.S7,

`　 tO6・79)

(　 le7.33》

《　 107.63,

《　 146.t1)

130s'?9.oo心 　《　 8s.31》 　 :J

　　　　　　　　　　　　　 11363S.Ol1

　　　　　　　　　　　　　 127創)O.OO◇

　　　　　　　　　　　　　12　07333.OOO.

　　　　　　　　　　　　　 576234・OOO

　　　　　　　　　　　　　tISるQ27.OOO　 　《

　　　　　　　　　　　　　t143913.bA59　 《

　　　　　　　　　　　　 3943220●000　 《

　　　　　　　　　　　　　 755';';t・508　 　{

　　　　　　　　　　　　 233SO35.000　 {
:CP　 　　　　　　　　　　7宕1443.039　 《

:VPC　 　　　　　　　　急∋04242・OOO　 《

:VPA.　 　　　　　　　　　　　 6s・'?13　 《

3VPBH　 　　　　　　　　　　　t42.120　 《

.VPH　 　　　　　　　　　162671'ヲ.Ot6　 《

:Yb　 　　　　　　　　　　243162.OOO　 《

‡S　　　　　　　　　　　32　 773?.OOO　 《

　　　　　　　　　　　　　342=)も33.ooo　 《

　《　 t24・55}　 :【H

　《　 2るs.e2,　 エrp9

　.(.,t11.43」 　 :E

_《..?5・7亘,_… 上金、_.

102.77》

112.32)

10ev.S7,

72S.96》

100.20》

Ios.?3)

SO7.60)

tOU.09}

107.71)

109.7巴)

1t)S.47)

107.64)

106.77》

:LC

:)CPB

3KP　 　 '

:K61

:L『

;VP9.

:VP

:YPAH

;VPCH

3"

:r1

3`)

:v

L

,

TIHε 　　皇9◆7

←'

ら75995.OOS　 ⊂　105.14,　 :e二6

1二4さ33・?つ9　 `　116・23}　 =IP禽
■

12も ≧?3.012　 《　 iL1.14}　 c:H

164亨23◆OO2　 (　 129●25)　 CIP9、 層

●

◆

一53一



COttrtra;n
■

邑
PSWコvン ドによ リテス ト結果 を時 系 列 で

出 力す ると ともにグ ラ7に も出力させ るこ と

を指定。
　 ロ
　　E;・i{JS　 V"工 合9しε　N娠
　　8

ALL－

・　●一

出力すべき内生変数名を指定する。

ζの場合では全ての変数名を出力させること

を指定 している。

コ　ロロ　の　　　　　　　ロロ　　　 　　　　　　ロ 　　　　　 　　 　　　　　　　　　　

　　N心.　　 1　　　◎6 P・TεST　 OF　 V65《 04130/80

OロOBSεRさ'A了10N　　 S雷SOLUTtON
・

607246・OO　 る90133.60

r-一 ーーー ー一1

773131.二 〇BS6073.'SO

　　　　　 董'　　　　　　 t　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 -・ 一 　　　　　.

93go1◆.41 －
r--r

　　 '196s

　　　 tgas

　　　 1967

-　 　 1963

　　　 L969

　　　 t970

t*

1　　　■
1　　　　　　■
8　　　　　　　　 ■
:　 　　　　　　　 '』'〔

r　　　　　　　　　　　　　 .

●

.

一一 　L－

1971
1972
1973
tg74
1975

【

=

1

1

R

■

硲

■

三P....　 ._、 　 ● 、.._.
　 　 　 　 　 　 　 　 硲

L-一口ー一===ヒ==「

'

t-・.・　　　　　1 1サロ　 　　 へ
　　　 ら07246.CO-6?0188・60　 773131・20　 856◎73.30　 939016.41 －

TlrlE

l号65

t966

　　　　A　 　　　　　'

OBSERVATrON
SO7246.0000
"2924.OODe

　　B
SOLUTrON

607246.OO78

642924.0078

9-A　 　　　　 `8一 角》〆白白100

orFFERENCE　 .._-
　　　 O.0◎7S

　　　 O.O◎78

1967
1968

1?69
1970
s971
tm

67S995.OOOO

7t3441・OOOO

7§3634乙0000

753507.ooeo

795736.0000
『'S63t60 ・OOOO

.673す95.OO7e

713441・0078

7=4.0078

753SS7.◆07S

795786.007S

8も3160.oo78　 　　、

　 O.OO78

　 0.0078

　 0.0078
...'O.007S.　 　　・

　 O.OO78

　 0.OO7S.

.　 .RATIO、.～_
　　 O.0000

　　 0.OOOO.一一'

㎜
⑭

W
㈱
㈱
⑭

　　
ロ
　
コ
　
コ
　
リ　
ロ

O

O
O
O
O
O－

ig7S
s?74
197s

8SgT65.000Q
945094.000ゆ

二〇2tgS9.0000

L

889785.OO78

945094・0078コ 口 コ　　　ヘ 　コ　　　　 　　　　　　　　　　　　コ　へ　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　ヒ　　ヒ　　こ　　 　　　　　

io219S9.0078

一 一　.一 一 ～ 　・

　

　

●

8

8

8

7

7

7

00

00

00

●
　
●
　
■

O

O

O

－.　.　　　'　　　■　一　　一 　　一 　,　　　「　一

籔
・
　
■
　
●

O

O

O

－ 雨
.　　　2　 　　　1H　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P・TES▼ 　OF　 V65禽 　　　　　◆4/30/eo

　　　　　　　　 _　 .、　　 　 __.._.→____.　 　 .,._..一......L.._一_____　　　　　　　　　O
・●08SεR》 負▼10N　　 S■SOLUT10N

　　　　 gt24t.00　 1e2601・00　 273961・O`　 365321・01　 45668t◆02　 eJ49041.02

　　　　　　　　　 !　　　　　　　　 t-一 一 一●1　　　　　 -一1　 　　　　　　　 1-【

一 一●

'　 1965

　　 zg66

　　 tg67

　　 196B

　　 tg69

　　 t"7e

1墳

3　 ●

1　 　 ■　　　　.

t　 　 -　　 ■　一
　　　　　　　■

一 　　　　　　一 　　　　　　　　一　L　　P　　　　　「,　L・　.　　'

　　 1'　 r

－ ●一
●

一 　一　..　　一 ・- 一 ●　　　.層一 　一 －

ig7;
tm
lgrs
1974
1975

1
1
1

X
I

ー一 一"

^一一 ■

■

三　 ___一.._

■

一万t≧
4`三三}三i…!言r=≡2▲ 三〇▲　∋5668i三;2

■

0
`

s4s◎41.02

　　　　　　　　　　　A　 　　　　　　　　B

T=鴫 　　　08SεRV禽 ▼10N　 　　　SOLU了:ON
9.　　●　　　　　　　　　　　　　,…　　　　　　　{ド■　.　　　…　　　一

　　　　 B－お

...o;FFERE;¢E　 　 　 　 　 　 ,

《●●A,〆 臼　 100

　　　 .RATro

■

.

一54一



令

¢

◎

資 料5　 生 産 変 動 要 因 分 析 の 利 用 例

　　 ****　 ハ ン ヨ ウ　 ギ ョウ レツ　 　ソ ウサ

　MATE－ コマ ン ド?

　　　　OLD　 /× × × ××/× × ×× ×

　MATE－ コマ ン ド?

　　　　MLIST　 ¥,×50

　FORMAT?

　　　　F12.2

　>

　　　　HP==HC

　　　 結果 の 出 力

MATE－ コマ ン ド?

　　　　××50==×50,

MATE－ コマ ン ド?

　　　　MGEN　 ××50

MATE－ コマ ン ド?

　　　 MLIST(YYsO4,　 YY505)

>

　　　 LP=HC

　　　 結果 の 出力

MATE－ コマ ン ド?

　　　 ML'IST　 RSUM(YYsO4,　 YY505)

>

　　　 LP=HC

　　　 結 果 の 出力

MATE－ コマ ン ド?

　　　 YY　5045=YY　 504十YY　 505

MATE－ コマ ン ド?

　　　 DX==VDX-× ×50

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-55一

ゲ ンゴ　(MATE)START　 ****



MATE－ コマ ン ド?

　　　 MLIST　 DX

>

　　　 LP==HC

　　　結 果 の 出 力

MATE－ コマ ン ド?

　　　 DDX=DX/RSUM(DX)

MATE－ コマ ン ド?

　　　 MLIST　 ¥,(DDX)

FORMAT?

　　　 F12.6

>

　　　　LP=HC

　　　 結果 の 出力

MATE－ コマ ン ド?

　　　　MLIST　 ¥,　 RSUM(DX)

　 FORMAT?

　　　　 F12.2

　 >

　　　　 LP=HC

　　　　結果 の 出力

　 MATE－ コマ ン ド?

　　　　 DB=MRB65-MRB50

　 MATE－ コマ ン ド?

　　　　 MN50_NN50/(CSUM(A×50)+Yr501+YY502+YrsO3+YY5045+YYsO6)

　 MATE－ コマ ン ド?

　　　　 MLIST　 ¥,　MN50

　 FORMAT?

　　　　　F12.6

一56一
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,

「

>

　　　 LP=HC

　　　結果 の 出力

MATE－ コマ ン ド?

　　　 M=DIAM(NN50/(× ×50+NN50-UU50))

MATE－ コマ ン ド?

　　　 MLIST　 M

>

　　　 LP=HC

　　　結 果 の 出力

MATE－ コマ ン ド?

　　　 M==D　 1　AM=(-NNSO/(× ×50-NNsO-UUSO))

MATE－ コマ ン ド?

　　　 MLIST　 辛,DIAM(M)

FORMAT?

　　　 F10.6

>

　　　 LP=HC

　　　結・果 の 出力

MATE－ コ マ ン ド?

　　　MRL50=1(23)-M

MATE－ コマ ン ト◆?

　　　MLIST　 ¥,　 DIAG(MRL50)

FORMAT?

　　　FlO.6

>

　　　LP=HC

　　 結・果の 出力

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ー57一



MATE－ コマ ン ド?

　　　MGEN　 MRLsO

MATE_コ マ ン ド?

　　　MLIST　 DB

>

　　　 LP=HC

　　　結果 の 出 力

MATE－ コマ ン ド?

　　 　 FDD=　 YY　 s　O　1+YY　 502+YY　 503+YY　 504+YY　 505+YY　 506

MATE－ コマンド?

　　　 FDD65=VDCK+VDCF+VDCG+VDIH+VDIP+VDIG+VDJJ

MATE－ コマ ン ド?

　　　 D　==　FDD65-VDJJ-VDFD

MATE－ コマ ン ド?

　　　 MLIST　 辛,』D

FORMAT?

>

　　　　LP=HC

　　　 結 果 の 出 力

MATE－ コマ ン ト◆?

　　　　 FDsO　 =MRLsO*FDDsO+UU50

　MATE－ コマ ン ド?

　　　　 FD501=MRL50*FDD　 50+UU　 50

　MATE－ コ マ ン ド?

　　　　 MLIST　 ¥,(FD50,　 FDsO1,　 FDsO-FDsO1)

　 FORMAT?

　　　　 F15.2

　 >

　　　　 LP=HC

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 -58一

,
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`

「

　　　結果 の 出 力

MATE－ コマ ン ト◆?

　　　 FD651　 ・MRL65*FDD65+VDE2

MATE－ コマ ン ド?

　　　 DFD=FD651-FD501

MATE－ コマ ン ド?

　　　ML　 I　S　T(DFD,　 FD501,　 FD651)

>

　　　 LP=HC

　　　結果 の 出 力

MATE－ コマ ン ド?

　　　ML　 I　8T　 RSUM(DFD,　 FDsO1.　 FD651)

>

　　　 LP=HC

　　　結 果 の 出 力

MATE－ コマ ン ド?

　　　 X1=DB*FDsOl

MATE－ コマ ン ド?

　　　 X2=MRB50*DFD

MATE－ コマ ン ド?

　　　X3=DB*DFD

MATE－ コマ ン ド?

　　　X4=X1+X2+X4

FORMAT?

　　　 F15.2

>

　　　 LP=HC

　　 結 果 の 出 力

　　　　　　　　　　　　　　　　 ー59一



　　MATE－ コマ ン ド?

　　　　　MLIST　 RSUM(X1,X2,X3,X4)

　　≧

　　　　　LP=:HC

　　　　 結果 の 出 力

,　 MATE－ コマ ン ド?　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 '

　　　　　RESA　 /× ××××/× ××××

　　 MATE－ コ マ ン ド?

　　　　　 NN=1(23)-MRL65

　　 MATE－ コマ ン ド?

　　　　　 MLIST　 ¥,　 DIAG(MN)

　　 FORMAT

　　　　　 F12・6　 　　　　　 　,　　　 、

　　 >

　　　　　 LP=HC　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　・
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　　 　LP=HC
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資料5　 投 資効果 分析 フロー

作 業 手 順

〈本格稼働分析〉

特　定　業　種　の

定　義　の　設　定

ノ

生 産 額 の 推 定

イ ン プ ッ トの 分 割

ア ウ トプ ッ トの分 割

`

外 生化ベ ク トル の

作　　　　　　 成

`

1外 生 済 逆 行 列

ト

波 及 効 果 の 計測

`

分　析　 ・　 作　表

〈建 設 投 資 分 析〉

プ ラ ン　ト 投 資 額

の　　　　推　　　　定

基 地 建 設 費
の　　 推　　 定

` 1`

デ フ レ ー タ ー の 設 定

` `

45年 　価　格　工　事　費

`

設 備 区 分 の 分 割 工投

書入

分係
別数

建逆

設行

除

く列

、

土 木 建 設 の 分 割

1

1.1商 業 運 輸 の 分 割

一 工事区分別

逆　行　列

投資別列ベク トルの作成 1

45　 年　逆　 行　 列

1
一1波 及 効 果 の 計 測

ll

分　　析　　 ・　　 作　　表

一64一



ー

Φ
O

ー

÷

㈲ 遍5『1次 効 果(自鮒 含む)一 一 　 2　 次 　 効 　 果 一一"'一""一"一一"一"一'

図
図

生
産
誘
発

↑
生
産
誘
発

発
(中
間
)

輸
移
入
誘

麿

ー

誘発
⊥
劇
園

圃
遇

m劃

一

　

　
　

×閉
=

　

　
　

=圃
　

　
　
×因

　

　
　
×
　
　
)

・潤

(プ ラン ト投資)

図 一一

図 一 一

図 一

週 因
換算係数

憧}[劃 一

図

◎E8
図一 図 一

投

資

額

発
(
F
D
)

輸
移

入

誘

投

資

額

ベクトル

発
(
F
D
)

輸

移

入
読

図
生
産
誘
発

発
(由商

)

輸
移
入
語

論
移
入
誘
発
効
果

生
産
誘
発

団 闇

生
産
誘
発
効
果

生
産

誘
,発

誘
発
効
果

付
加
価
値

　

×図

図

ベク トル
1

生
産
誘
発

発
(
中
間
)

輸
移
入
誘

生
産
誘
発 還}因

家
計
消
費
▲

家
計
消
費

↑

家
計
消
費

発
(
山
間

)

輸
移
入
誘

因
生
産
誘
発

十

生
産
誘
発

図 ・

生
産
誘
発

　 付 誘
　 加一 価

　 値 発

… 橿}團 一
　　　　　↓

圏

発
(
中
間
)

輪
移
入
誘

誘
　

　
発

付
加
価
値

　
　
=

生
産
誘
発

輸
移
入
誘
発
効
果

　
　
　
　
　
　

誘
発
効
果

生
産
誘
発
効
果

付
加
価
値

|

1」
ー

計測フロー(建 設投資分析)



O
Φ

r－ー一白部 門一!-1次 効果 一

生

産

額
.
㏄

原

材

料

図 ・

原

材

料

適 個 ・

発
(
F
D
)

輸
移
入
誘

/-2.次 効果ny

図 ・

図 ・

生
産
誘

生
産
誘
発

付
加
価
値

発
(
中
間
)

輸
移
入
謡

原

材

料

　

×N
付 蒲
柳
価
値 発

田図 ・図

生
産
誘
発

換一[調

付
加
価
値

発
(
F
D
)

輸

移

入
謡

閨

ベクトル

生
産
誘

=

発

生
産
誘
発

■

生
産
誘

⇒

発

↓

生

く 産
誘

烏

発

発
(中
間
)

輸
移
入
誘

輸
移
入
誘
発
効
果

口

　
　

×圏
生
産
誘
発

生
産
誘
発
効
果

調

整

分

　

×図
　
　
×圏

誘

　
発

付
加
価
値

圏口

付
加
価
値
誘
発
効
果

就
業
誘
発
効
果

区]一 図 一 品一 図 一 図 一 億率図 一 係数

計 測 フ ロー(本 格稼 働 分析)

ケ



`

発行所

印刷所

禁 無 断 転 載

昭 和57年3月 発 行

財団法人　 日本情 報 処 理 開発 協 会

　　東京都港区芝公園3-5-8

　　機 械 振 興 会 館 内

　　 TEL(434)8211(代 表)

株式会社 三 州 社

　　東京都港区芝大門1-1-21

　　 TEL(433)1481(代 表)



■



『



.

01

、
ノ

,

'

.

,　　　」

 

.
　
.

・

.

ポ

'

1
、　
　
　4
　
、

v,z8
　 　 　 　 一　 　 　 　　　　　　　　.}　 　 　 　 一　 　 一　　.一

 

一

'.

9

一↑

づ 「φ

.

一　

　
　
　

l

　

　l

1

.

'

.

1

1

層'

'

」

・

S

・

　 　 '二

'

」

・

↑

■

年

「


